
〈１〉令和 ８年（２０26年）10月27日（火曜日） 国　士　舘　大　学　新　聞 年4回・2７日発行 第546号

今号の
紙　面

　
　

▼
熊
本
地
震
と
千
葉
豪
雨
被
災
地
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
…
…
…
…
…
…
【
３
面
】

▼
９
月
卒
業
・
修
了
生
ら
に
学
位
記
授
与
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
３
面
】

▼
本
学
主
催
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
１
４
０
人
が
参
加
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
５
面
】

▼
愛
知
・
名
古
屋
２
０
２
６
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
本
学
関
係
選
手
が
活
躍
…
…
【
６
面
】

国士舘の強みを生かした教員養成へ
　
授
業
の
狙
い

　
開
講
の
き
っ
か
け
は
、「
本
学
な
ら

で
は
の
教
員
養
成
と
は
何
か
」
と
い
う

問
い
だ
っ
た
。
今
年
度
か
ら
の
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
検
討
す
る
教
育
学
科
の
教

員
ら
が
着
目
し
た
の
は
、
本
学
が
培
っ

て
き
た
「
防
災
」
の
知
見
だ
っ
た
。

　
郡
司
准
教
授
　
教
員
は
、
教
科
を
教

え
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
児
童
生
徒
の

生
命
と
安
全
を
守
る
こ
と
も
重
要
な
役

割
で
す
。
教
員
自
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
児

第
１
回
大
会
か
ら
救
護
サ
ポ

ー
ト
を
行
う
東
京
マ
ラ
ソ
ン

　
在
学
生
の
皆
さ
ん
へ

　
本
学
で
は
被
災
世
帯
の
在
学
生
に
対
し
次
の
と

　
お
り
経
済
的
支
援
措
置
を
講
じ
ま
す
。

■
学
費
等
の
減
免

　
災
害
救
助
法
適
用
地
域
世
帯
の
学
生
に
対
し
、

　
被
害
状
況
に
応
じ
て
大
学
と
し
て
対
応
し
ま
す

　
の
で
、学
生
・
厚
生
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
学
生
・
厚
生
課
（
全
学
部
対
象
）

　
０
３
（
５
４
５
１
）
８
１
１
４

■
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
申
請
受
付

　
給
付
奨
学
金
の
家
計
急
変
採
用
、
貸
与
奨
学
金

　
の
緊
急
・
応
急
採
用
等
の
申
請
手
続
き
を
受
け

　
付
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
学
生
・
厚
生
課
奨
学
金
窓
口
（
全
学
部
対
象
）

　
０
３
（
５
４
５
１
）
８
１
１
３

　
被
災
さ
れ
た
受
験
生
の
方
へ

　
令
和
９
年
度
入
学
者
選
抜
に
お
い
て
、
令
和
８

　
年
度
に
発
生
し
た
災
害
救
助
法
適
用
地
域
に
居

　
住
す
る
受
験
者
ま
た
は
経
費
支
弁
者
を
対
象
に
、

　
罹
災
証
明
書
に
基
づ
き
入
学
検
定
料
を
全
額
免

　
除
し
ま
す
。
ま
た
、
被
害
状
況
に
よ
っ
て
は
、

　
入
学
金
減
免
な
ど
の
対
応
を
し
ま
す
。
該
当
者

　
は
事
前
に
入
試
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
入
試
部
：
０
３
（
５
４
８
１
）
３
２
１
１

災害による本学の支援措置について

防
災
総
研
、ラ
ン
ナ
ー
ズ
賞
受
賞

東
京
マ
ラ
ソ
ン
救
護
な
ど
評
価

　
本
学
防
災
・
救
急
救
助
総

合
研
究
所
は
９
月
11
日
、
公

益
財
団
法
人
ラ
ン
ナ
ー
ズ
財

団
よ
り
「
第
36
回
ラ
ン
ナ
ー

ズ
賞
」
を
受
賞
し
た
。
本
賞

は
、
市
民
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
普

及
と
発
展
に
貢
献
し
て
き
た

個
人
や
団
体
な
ど
に
贈
ら
れ

る
も
の
。

　
本
学
は
平
成
12
年
に
体
育

学
部
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
を

設
置
以
来
、
同
学
科
の
教
職

員
や
学
生
・
卒
業
生
ら
を
中

心
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
救

護
活
動
を
通
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
活

用
を
訴
え
て
き
た
。
東
京
マ

ラ
ソ
ン
で
は
第
１
回
大
会
か

ら
救
護
サ
ポ
ー
ト
を
担
い
、

モ
バ
イ
ル
Ａ
Ｅ
Ｄ
隊
や
Ｂ
Ｌ

Ｓ
隊
と
い
っ
た
救
護
体
制
の

基
盤
を
構
築
し
た
。現
在
も
、

年
間
約
60
件
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
救
護
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
安
心
・
安
全
な
大
会
運

営
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
実
績
が
、
救
護
技
術
と

体
制
整
備
の
両
面
で
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
安
全
確
保
を
け
ん

引
し
た
と
評
価
さ
れ
、
受
賞

に
至
っ
た
。

　
田
中
秀
治
所
長
は
「
こ
の

受
賞
は
、
救
急
救
命
士
や
学

生
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係

者
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ

る
も
の
で
す
。
今
後
も
、
す

べ
て
の
ラ
ン
ナ
ー
が
安
心
し

て
挑
戦
で
き
る
救
護
体
制
の

構
築
と
普
及
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、

救
護
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実

に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
令
和
８
年
熊
本
地
震
と
令
和
８
年
８
月
千
葉
豪
雨
を

は
じ
め
、
全
国
各
地
で
発
生
し
た
自
然
災
害
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
へ
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
安
全
と
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
41
年
の
創
設
か
ら
今

年
で
60
周
年
を
迎
え
た
法
学

部
と
文
学
部
は
、
楓
門
祭
期

間
中
に
そ
れ
ぞ
れ
周
年
記
念

行
事
を
開
催
す
る
。

　
法
学
部
は
11
月
２
日
に
、

記
念
講
演
会
「
警
察
に
ま
つ

わ
る
４
つ
の
謎
」
を
34
号
館

Ｂ
３
０
１
教
室
で
開
催
す

る
。
元
警
視
総
監
の
池
田
克

彦
氏
を
招
き
、
自
身
の
経
験

を
も
と
に
、
警
察
に
関
す
る

「
謎
」
を
読
み
解
き
な
が
ら

警
察
と
い
う
仕
事
の
本
質
に

迫
る
。
入
場
無
料
、
事
前
申

し
込
み
不
要
。

　
文
学
部
は
11
月
３
日
に
、

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
の

10
年
を
未
来
に
つ
な
ぐ
」
を

34
号
館
Ｂ
３
０
２
教
室
で
開

催
す
る
。
卒
業
生
と
在
学
生

が
登
壇
し
、
社
会
で
生
き
る

大
学
で
の
学
び
や
本
学
の
特

色
な
ど
を
、
対
話
を
通
し
て

明
ら
か
に
す
る
。入
場
無
料
、

事
前
申
し
込
み
不
要
。
そ
の

ほ
か
、
記
念
誌
の
発
行
や
デ

ザ
イ
ン
公
募
型
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
記
念
品
の
制
作
も
進
め
て

い
る
。

�

（
３
面
に
文
学
部
デ
ザ
イ
ン

採
用
の
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

池
田
克
彦
元
警
視
総
監
の
講
演
会
／
未
来
へ
つ
な
ぐ
シ
ン
ポ

法学部
文学部

60周年
記念事業

他
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
学
生
と
交
流
し
な
が
ら

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
参
加
者
ら

　
本
学
は
、
８
月
１
・
２
日

と
29
日
に
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
、
同
22
日
に
町
田
・
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
で
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
、
入
学

を
希
望
す
る
高
校
生
、
ご
家

族
ら
合
わ
せ
て
約
１
万
４
０

０
０
人
が
来
場
し
た
。

　
当
日
は
入
試
説
明
会
や
大

　
各
キ
ャ
ン
パ
ス
学
園
祭
の

幕
開
け
を
飾
る
鶴
川
祭
が
10

月
10
・
11
日
に
開
催
さ
れ
、

地
域
住
民
な
ど
約
２
０
０
０

人
が
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

れ
た
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
躍

（
と
ぶ
）
～Next Stage

～
」。
昨
年
の
40
周
年
を
経

て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
決
意
が
込
め
ら
れ
た
。
会

場
に
は
約
30
団
体
に
よ
る
ブ

ー
ス
が
立
ち
並
び
、
多
彩
な

企
画
が
催
さ
れ
た
。

　
体
育
学
部
こ
ど
も
ス
ポ
ー

ツ
教
育
学
科
で
は
、
恒
例
企

画
の
ミ
ニ
運
動
会
や
Ｇ
ボ
ー

ル
教
室
、
理
科
・
算
数
・
英

語
を
楽
し
む
企
画
な
ど
、
子

ど
も
向
け
の
学
習
体
験
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
た
ほ
か
、
学

生
ア
ス
リ
ー
ト
が
指
導
す
る

サ
ッ
カ
ー
や
剣
道
の
ス
ポ
ー

ツ
教
室
も
開
催
。
サ
ッ
カ
ー

教
室
で
は
、
本
学
の
Ｊ
リ
ー

グ
加
入
内
定
選
手
と
の
交
流

会
な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場
は

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
温
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　
本
学
は
、
今
年
度
よ
り
国

士
舘
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
指
定

ク
ラ
ブ
の
学
生
を
対
象
と
し

た
「
国
士
舘
ア
ス
リ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い

る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
競

技
活
動
で
の
経
験
を
人
間
力

の
向
上
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ

と
結
び
つ
け
、
本
学
学
生
ア

ス
リ
ー
ト
が
社
会
で
信
頼
さ

は
、
政
経
・
理
工
・
文
学
部

で
「
学
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

実
施
し
、
学
生
に
よ
る
ゼ
ミ

紹
介
や
実
習
施
設
で
の
実

験
、
古
文
書
や
考
古
学
を
通

し
て
歴
史
を
読
み
解
く
体
験

な
ど
、
各
学
部
で
特
色
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
た
。

　
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
21

世
紀
ア
ジ
ア
学
部
が
華
道
や

茶
道
の
体
験
会
を
実
施
。
来

場
者
は
本
学
の
科
目
を
担
当

す
る
講
師
か
ら
指
導
を
受
け

な
が
ら
日
本
の
伝
統
文
化
に

触
れ
、
本
学
の
授
業
や
学
び

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
全
９
回
実
施
し
、
２

万
人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑

わ
い
を
み
せ
た
。

ランナーズ財団

動
力
を
兼
ね
備
え
た
教
員
の
養
成
に
結

実
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね

　
都
　
学
生
は
、
防
災
を
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
捉
え
な
が
ら
専
門
分
野
に

応
じ
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
防
災
を
一
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と

で
、
自
分
と
大
切
な
人
を
守
る
豊
か
な

人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
で
す

　
本
学
で
し
か
で
き
な
い
学
び
の
可
能

性
は
、
こ
れ
か
ら
も
無
限
大
に
広
が
っ

て
い
き
そ
う
だ
。

�

（
令
和
８
年
９
月
取
材
）

ま
す
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
は
教
育
力
の
み

な
ら
ず
、
生
き
て
い
く
上
で
も
欠
か
せ

な
い
思
考
力
を
養
い
ま
す

　
防
災
と
い
う
共
通
の
切
り
口
か
ら
物

事
を
多
角
的
に
捉
え
、
自
ら
の
考
え
を

つ
く
り
あ
げ
る
。
学
生
ら
の
学
び
は
よ

り
実
践
的
に
な
っ
て
い
く
。

　
総
合
大
学
な
ら
で
は
の
学
び
を

　
本
授
業
は
、
全
学
部
の
教
職
課
程
履

修
生
を
対
象
に
開
講
し
て
い
る
。
学
部

や
希
望
教
科
の
枠
を
越
え
た
学
び
も
本

学
な
ら
で
は
だ
。

　
郡
司
　
総
合
大
学
で
あ
る
特
色
を
生

か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
性
と
も
つ
な

げ
な
が
ら
、
教
育
を
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。
大
学
の
学
び
の
面
白
さ
は
、
異

な
る
専
門
の
人
た
ち
と
正
解
の
な
い
問

れ
る
競
技
者
・
人
材
へ
成
長

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
初
回
は
、
倫
理
観
教
育
・

人
格
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
９
月
11
日
、
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
２
０
１
教
室
で
行
わ

れ
、
１
年
生
約
４
０
０
人
が

参
加
し
た
。
　

　
は
じ
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
が
専
門
の
細
越
淳
二
文

学
部
教
授
が
登
壇
し
、
ス
ポ

ー
ツ
の
意
義
や
魅
力
、
学
生

ア
ス
リ
ー
ト
の
在
り
方
に
つ

い
て
解
説
し
た
。
細
越
教
授

は
「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
知
識
や

思
考
力
・
判
断
力
、
学
び
に

向
か
う
力
な
ど
、
私
た
ち
を

総
合
的
に
育
て
て
く
れ
る
も

の
」
と
説
明
し
、「
学
業
を

競
技
に
、
競
技
を
学
業
へ
と

相
互
に
結
び
付
け
る
こ
と
が

重
要
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
体
育
学
部
の
秋

葉
茂
季
准
教
授
指
導
の
も

と
、
自
己
実
現
の
た
め
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
践
。
参

学
紹
介
を
は
じ
め
、各
学
部
・

学
科
の
説
明
会
や
模
擬
授

業
、
個
別
相
談
、
学
生
に
よ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
ツ
ア
ー

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
、
本
学
の
魅
力
を

伝
え
た
。

　
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
国
士
舘
ア
ス
リ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」初
実
施

社
会
で
信
頼
さ
れ
る
競
技
者
へ
１年生400人参加

見
を
幅
広
く
伝
え
て
い
る
。

　
都
講
師
　
学
校
は
、
大
人
数
の
児
童

生
徒
を
抱
え
る
現
状
が
あ
り
な
が
ら
、

教
員
の
訓
練
・
準
備
が
学
校
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
教
員
自
身
が
学
校
の
立
地
を
理

解
し
、
災
害
リ
ス
ク
を
考
え
る
こ
と
が

学
校
防
災
の
ス
タ
ー
ト
で
す

　
郡
司
　
幼
児
教
育
が
専
門
の
青
木
聡

子
准
教
授
は
、
災
害
時
に
お
け
る
幼
児

の
心
身
状
態
の
疑
似
体
験
を
し
た
う
え

で
、
遊
び
の
中
に
避
難
動
作
を
取
り
入

れ
る
工
夫
な
ど
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

教
育
法
を
伝
え
て
い
ま
す
。
教
育
法
学

が
専
門
の
堀
井
雅
道
准
教
授
は
、
全
国

の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
す
き

っ
か
け
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
で
の

宮
城
県
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
の
事
例

防災と教育　新規開講「
防
災
」を
通
し
て「
教
育
」を
考
え
る

　■ 知識を正しい判断・行動へ
　■ 児童生徒の生命と安全を守る
　■ 防災を自分事として学び続ける

を
基
に
、
避
難
訓
練
の
実
施
方
法
の
検

討
な
ど
行
政
的
視
点
か
ら
学
校
防
災
を

伝
え
ま
す
。
学
生
は
、
防
災
を
多
方
面

か
ら
捉
え
て
そ
の
教
育
的
視
野
を
広
げ

て
い
ま
す

　
江
川
　
そ
れ
に
加
え
、
本
授
業
で
は

学
び
を
教
員
目
線
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す

る
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。
学
生
は
、

授
業
を
た
だ
の
知
識
習
得
で
は
な
く

「
自
分
が
教
員
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
」

と
い
う
目
線
で
捉
え
、
そ
の
気
付
き
と

考
え
を
仲
間
と
共
有
し
、
改
善
を
重
ね

題
を
一
緒
に
考

え
る
こ
と
に
も

あ
り
ま
す
。
豊

か
な
知
見
と
行

　
多
発
す
る
自
然
災
害
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
を
守
る
要
と
な
る
の
が
学
校
現

場
だ
。
多
く
の
教
員
を
全
国
の
教
育
機

関
に
送
り
出
し
て
い
る
本
学
で
は
、
防

災
を
通
し
て
教
育
の
役
割
を
考
え
る

「
防
災
と
教
育
」
を
新
規
開
講
し
た
。

担
当
す
る
文
学
部
教
育
学
科
の
江
川
陽

介
教
授
、
郡
司
菜
津
美
准
教
授
、
防
災
・

救
急
救
助
総
合
研
究
所
の
都
城
治
講
師

に
授
業
へ
込
め
た
思
い
を
聞
い
た
。

童
生
徒
が
「
自
助
」
を
で
き
る
よ
う
に

な
る
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
江
川
教
授
　
児
童
生
徒
を
守
る
た
め

の
知
識
や
状
況
判
断
能
力
、
他
者
理
解

な
ど
、
教
育
に
必
要
な
能
力
を
防
災
か

ら
学
べ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
一
番
の
狙
い

は
、
防
災
を
教
育
視
点
か
ら
捉
え
「
知

識
を
正
し
い
判
断
や
行
動
に
つ
な
げ

る
」
教
育
力
の
醸
成
で
す
。
こ
れ
こ
そ

が
本
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
教
員
養
成

だ
と
感
じ
ま
し
た

　
学
校
防
災
を
多
角
的
に
捉
え
る  

　
授
業
は
、
教
育
学
科
と
防
災
・
救
急

救
助
総
合
研
究
所
の
５
人
の
教
員
に
よ

る
合
議
制
を
取
り
、
防
災
と
教
育
的
知

地域住民らも多数来場して賑わう鶴川祭
＝町田キャンパス

鶴
川
祭
　地
域
住
民
と
交
流

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス  

体
験
イ
ベ
ン
ト・
演
奏
に
歓
声

　
そ
の
ほ
か
、
学
生
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
お
笑
い

ラ
イ
ブ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
企

画
、
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
で

は
茶
道
体
験
や
和
楽
器
の
演

奏
・
体
験
会
な
ど
が
開
催
さ

れ
、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
ら
し

い
特
色
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
て
大
学
と
地
域
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
２
日
間
と
な

っ
た
。

　
各
学
園
祭
の
実
行
委
員
会

は
、
９
月
16
日
に
国
士
舘
大

学
同
窓
会
か
ら
、
同
24
日
に

国
士
舘
大
学
教
育
後
援
会
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
金
を
受
贈

し
た
。
各
委
員
長
は
、
謝
意

を
表
し
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
け
る
学
園
祭
の
成
功
を
誓

っ
た
。

理
工
学
部
の
学
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
知
恵
の
輪
パ
ズ
ル

に
取
り
組
む
高
校
生
＝
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

オープンキャンパス盛況
高校生ら学び体験や個別相談

加
者
ら
は
、
理
想
の
国
士
舘

ア
ス
リ
ー
ト
像
と
現
在
の
自

分
を
可
視
化
し
、
自
己
実
現

に
向
け
た
目
標
設
定
を
行
っ

た
。
秋
葉
准
教
授
は
「
競
技

生
活
の
中
で
、
理
想
と
現
状

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
理
解
し
た
う

え
で
努
力
を
継
続
す
れ
ば
、

良
い
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
自

身
の
糧
と
な
り
、
社
会
で
活

躍
で
き
る
人
材
へ
と
近
づ
い

て
い
く
」
と
学
生
ア
ス
リ
ー

ト
に
秘
め
ら
れ
た
可
能
性
を

熱
弁
し
た
。

教
育
後
援
会
、
同
窓
会

か
ら
寄
付
金
受
贈

文
学
部
教
育
学
科

江
川
陽
介
教
授

文
学
部
教
育
学
科

郡
司
菜
津
美
准
教
授

防
災
・
救
急
救
助
総
合
研
究
所

都
城
治
講
師
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学
生
の
成
長
支
援
へ
田
原
淳

子
学
長
（
左
）
も
教
職
員
と

積
極
的
に
意
見
交
換
し
た

伊藤准教授（左）の解説のもとグループ
ワークに取り組む栃木市役所の職員ら

Ｄ
Ｘ
の
推
進　
栃
木
市
役
所
で
講
演

伊
藤
准
教
授
、業
務
効
率
化
へ
伝
授

　
本
学
と
栃
木
市
と
の
包
括

連
携
協
定
の
一
環
と
し
て
、

経
営
学
部
の
伊
藤
直
樹
准
教

授
が
10
月
８
日
、
栃
木
市
役

所
で
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）

や
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い

て
講
演
し
た
。
行
政
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
理
解
促

進
と
業
務
効
率
化
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
、
同
市
の
課
長

級
職
員
78
人
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
伊
藤
准
教
授

は
全
国
の
自
治
体
に
お
け
る

先
進
事
例
を
交
え
な
が
ら
Ｄ

Ｘ
の
基
礎
を
解
説
。
単
な
る

デ
ジ
タ
ル
化
に
と
ど
ま
ら

ず
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組

み
自
体
を
変
革
す
る
重
要
性

を
説
い
た
。
ま
た
、「
Ｄ
Ｘ

と
密
接
に
関
係
す
る
Ａ
Ｉ
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
理
系

の
み
な
ら
ず
、
文
系
こ
そ
活

用
す
べ
き
」
と
し
、
専
門
知

識
と
デ
ー
タ
分
析
を
組
み
合

わ
せ
る
意
義
を
強
調
し
た
。

　
次
に
、
行
政
向
け
Ａ
Ｉ
サ

ー
ビ
ス
を
実
際
に
使
用
し
た

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
各
部
署
の
課

題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
な

が
ら
課
題
解
決
に
向
け
た
レ

ポ
ー
ト
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　
伊
藤
准
教
授
は
、「
Ｄ
Ｘ
に

よ
る
業
務
効
率
化
で
生
ま
れ

た
時
間
は
新
た
な
施
策
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
充
て

ら
れ
る
」
と
Ｄ
Ｘ
が
も
つ
可

能
性
を
伝
え
た
。

小松原遺跡で発掘した土器の
整理作業に取り組む学生ら

大
田
原
市　
と
連
携
協
定

文
学
部　
文
化
財
調
査
・
研
究
に
協
力

　
本
学
と
栃
木
県
大
田
原
市

は
７
月
30
日
付
で
、
文
化
財

等
の
調
査
・
研
究
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
本

協
定
は
、
考
古
学
お
よ
び
日

本
史
学
分
野
の
調
査
・
研
究

な
ら
び
に
そ
れ
に
携
わ
る
人

材
育
成
を
推
進
す
る
本
学

と
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用

を
推
進
す
る
大
田
原
市
が
相

互
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
実

践
的
な
学
習
機
会
の
提
供
と

地
域
の
文
化
財
活
用
の
推
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
。

　
協
定
締
結
を
受
け
、
８
月

16
日
か
ら
28
日
ま
で
、
大
学

院
人
文
科
学
研
究
科
お
よ
び

文
学
部
史
学
地
理
学
科
考

古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
の
学

生
約
50
人
が
同
市
佐
良
土
で

考
古
学
実
習
を
実
施
し
た
。

奈
良
か
ら
平
安
時
代
の
遺
跡

と
さ
れ
る
小
松
原
遺
跡
で
発

掘
し
た
土
器
類
や
地
域
の
方

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
戦
争
考
古

学
に
関
す
る
資
料
群
を
、
使

用
用
途
や
特
徴
の
違
い
な
ど

を
観
察
し
な
が
ら
整
理
し
た
。

　
実
習
を
担
当
す
る
眞
保
昌

弘
教
授
は
「
地
域
の
人
々
と

交
流
し
な
が
ら
、
歴
史
の
舞

台
で
地
形
や
風
土
と
共
に
出

土
品
を
理
解
す
る
こ
と
が
、

考
古
学
な
ら
び
に
文
化
財
の

保
護
を
学
ぶ
上
で
貴
重
な
経

験
と
な
る
」
と
協
定
の
意
義

を
述
べ
た
。

栃木県

中学校３階建て新校舎 フレキシブルな授業空間へ
　
国
士
舘
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境

整
備
事
業
の
第
１
期
と
し
て

進
め
る
（
仮
称
）
梅
棟
の
本

工
事
は
７
月
15
日
に
開
始

し
、
現
在
は
基
礎
工
事
を
進

め
て
い
る
。
工
事
は
周
辺
へ

の
影
響
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
進
捗
レ
ポ
ー
ト
を
随
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
で

あ
る
。

　
同
じ
く
第
１
期
に
予
定
す

る
中
学
校
新
校
舎
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
株
式
会
社
三
菱

地
所
設
計
に
よ
る
実
施
設
計

が
10
月
上
旬
に
完
了
し
た
。

既
存
校
舎
に
増
築
す
る
新
校

舎
は
、
延
べ
床
面
積
約
１
５

０
０
平
方
㍍
の
３
階
建
て
。

個
別
学
習
か
ら
共
同
学
習
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
授
業
形
態

に
対
応
で
き
る
空
間
づ
く
り

を
想
定
し
て
い
る
。

　
建
設
工
事
の
請
負
事
業
者

は
戸
田
建
設
株
式
会
社
に
決

定
し
、
11
月
に
は
準
備
工
事

を
開
始
、
令
和
９
年
１
月
に

着
工
、
令
和
10
年
３
月
の
竣

工
を
予
定
し
て
い
る
。

　
工
事
と
並
行
し
て
、
学
園

キャンパス整備着々

中学校新校舎のイメージ図　※イメージのため
変更となる可能性があります

世田谷キャンパス梅ヶ丘校舎の
避難場所に避難する学生ら

世
田
谷
校
舎
と
梅
ヶ
丘
校
舎
で
同
時

教
職
員
が
避
難
指
導

　
本
学
は
、
防
災
避
難
訓
練

を
10
月
８
日
に
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
、
同
13
日
に
多
摩
キ

ャ
ン
パ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施

し
た
。

　
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
訓

練
は
、
世
田
谷
校
舎
と
梅
ヶ

丘
校
舎
で
同
時
に
実
施
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
全
域
の
約
５
４

０
０
人
を
対
象
と
し
た
。
訓

練
は
、
東
京
地
方
を
中
心
と

し
た
大
規
模
地
震
が
発
生
し

た
想
定
で
行
わ
れ
、
授
業
中

の
学
生
・
生
徒
が
教
職
員
の

誘
導
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び

34
号
館
サ
ン
ク
ン
ガ
ー
デ
ン

西
側
地
上
広
場
に
そ
れ
ぞ
れ

避
難
し
た
。避
難
場
所
で
は
、

避
難
者
の
人
数
確
認
訓
練
が

行
わ
れ
た
後
、
一
人
一
人
に

非
常
用
ト
イ
レ
が
配
布
さ

れ
、
職
員
か
ら
使
用
方
法
が

レ
ク
チ
ャ
ー
さ
れ
た
。

　
本
学
統
括
防
火
・
防
災
管

理
者
の
山
根
潤
法
人
事
務
局

長
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
全
域
を

対
象
と
し
た
場
合
、
避
難
人

数
に
よ
っ
て
そ
の
後
移
動
す

る
避
難
施
設
が
異
な
る
。
学

生
・
教
職
員
共
に
迅
速
な
避

難
が
で
き
る
よ
う
把
握
と
備

え
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
。

　
東
京
消
防
庁
世
田
谷
消
防

署
の
担
当
者
ら
は
講
評
で
、

「
火
災
や
爆
発
な
ど
の
二
次

災
害
を
防
ぐ
た
め
、
指
示
が

出
る
ま
で
は
絶
対
に
建
物
内

へ
戻
ら
な
い
こ
と
」「
学
園

祭
や
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
火
気

使
用
に
は
十
分
注
意
す
る
こ

と
」と
指
摘
、「
訓
練
と
日
頃

か
ら
の
備
え
を
大
切
に
し
、

安
全
な
学
園
を
つ
く
り
あ
げ

て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
た
。

政
経
学
部
講
師

�

谷
山
　
克
也

白
い
と
思
う
な
ら
と
に
か
く
や

っ
て
み
ろ
」「
頭
は
つ
い
て
り

ゃ
い
い
。
中
身
は
あ
と
か
ら
つ

い
て
く
る
」
な
ど
の
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
国
士
舘
大
学
理
工
学
部

を
卒
業
後
、
習
っ
た
こ
と
の
な

い
農
学
部
の
応
用
昆
虫
学
の
世

界
へ
進
み
ま
し
た
。
そ
の
時
の

私
に
は
知
識
や
経
験
は
な
く
、

体
力
と
や
る
気
、
た
っ
ぷ
り
の

夢
だ
け
が
あ
り
ま
し
た
。
進
ん

だ
先
は
夢
の
よ
う
な
時
間
で
、

頭
の
中
は
「
虫
た
ち
が
こ
の
世

界
で
ど
の
よ
う
に
生
き
抜
い
て

い
る
の
か
？
」
が
占
拠
し
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
の
生
き
方
を
ど

の
よ
う
に
明
ら
か
に
す
る
か
、

そ
こ
か
ら
何
が
示
せ
る
か
、
何

が
示
せ
な
い
か
を
悩
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
手
に
取
っ

た
本
の
一
冊
が
本
書
で
し
た
。

そ
こ
に
は
僕
が
求
め
る
世
界
の

ひ
と
つ
が
あ
り
、
大
き
く
小
さ

な
世
界
を
気
合
い
で
明
ら
か
に

し
て
い
く
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　
好
き
な
も
の
に
夢
中
な
こ
と

は
カ
ッ
コ
い
い
。
カ
ッ
コ
い
い

か
ら
と
に
か
く
や
る
！
　
溶
け

て
い
く
時
間
の
中
で
切
磋
琢
磨

す
る
の
は
最
高
で
す
！
　
み
な

さ
ん
が
夢
中
と
出
会
え
ま
す
よ

う
に
！

『パワー・エコロジー』

　
皆
さ
ん
は
科
学
者
と
は
ど
の

よ
う
な
生
き
物
だ
と
思
い
ま
す

か
？
　
白
衣
を
着
て
試
験
管
を

振
り
実
験
を
し
て
い
る
、
そ
ん

な
生
態
で
し
ょ
う
か
？
　
中
で

も
生
物
学
者
は
ど
う
で
し
ょ

う
？
　
本
書
は
生
物
学
者
の
中

で
も
と
り
わ
け
生
物
に
魅
了
さ

れ
「
ど
こ
か
で
こ
う
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
た
ち
」
に
よ
る
自
身

の
研
究
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　
本
書
は
、
北
海
道
大
学
の
教

授
と
し
て
研
究
に
携
わ
ら
れ
た

東
正
剛
先
生
の
退
職
を
記
念
し

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
執
筆
者
は

教
え
子
た
ち
で
、
学
生
時
代
の

研
究
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
書

名
の
パ
ワ
ー
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
は

造
語
で
、
直
訳
す
る
と
力
ず
く

の
生
態
学
で
す
。こ
の
言
葉
は
、

東
先
生
の
口
癖
に
由
来
し
「
面

【
新
聞
】

●
相
棒
　
カ
ル
チ
ャ
ー
×
ス
ポ
ー

ツ
　
ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア
パ
ラ
大
会

「
ス
ポ
ー
ツ
で
生
ま
れ
る
驚
異
的

な
美
　
お
互
い
に
高
め
合
う
相

棒
、
技
術
と
表
現
力
の
響
き
合

い
」
に
お
い
て
、
体
育
学
部
の
菊

幸
一
特
任
教
授
の
コ
メ
ン
ト
が
掲

載
（
中
日
新
聞
７
月
31
日
）

【
テ
レ
ビ
】

●
「
ニ
ュ
ー
ス
ウ
オ
ッ
チ
９
」
に

お
い
て
、
理
工
学
部
の
橋
本
隆
雄

特
任
教
授
が
、
豪
雨
災
害
に
お
け

る
擁
壁
崩
壊
と
住
宅
地
に
潜
む
リ

ス
ク
に
つ
い
て
解
説
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
９

月
28
日
）

●「
先
人
た
ち
の
底
力
　
知
恵
泉
」

に
お
い
て
、
文
学
部
の
齊
藤
紅
葉

准
教
授
が
岩
倉
具
視
に
つ
い
て
解

説（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
Ｅ
テ
レ
９
月
15
日
）

●「
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＋
お
や
っ
と
！
」に

お
い
て
、理
工
学
部
の
位
田
達
哉

准
教
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
空
き

家
再
生
な
ど
に
協
力
す
る
ゼ
ミ
活

動
の
様
子
が
紹
介（
Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿
児

島
放
送
９
月
９
日
）

【
卒
業
生
】

●
「
み
い
つ
け
た
！
」
に
、
空
手

道
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
原
田
明

莉
さ
ん（
令
和
８
年
体
育
学
部
卒
）

が
出
演
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
Ｅ
テ
レ
９
月

18
日
）

●
「
東
京
出
身
の
消
防
士
ら 

志

願
の
片
付
け
　羽
咋
　休
日
返
上

『
ま
だ
出
動
で
き
な
い
が
、
少
し

で
も
力
に
』」
に
お
い
て
、
岡
山

雄
希
さ
ん
（
令
和
８
年
体
育
学
部

卒
）
が
能
登
半
島
の
消
防
士
と
し

て
活
躍
す
る
姿
が
掲
載
（
北
國
・

富
山
新
聞
８
月
30
日
）

教
育
後
援
会
か
ら

寄
付
金
受
贈

　
本
法
人
は
、
７
月
23
日
に

国
士
舘
大
学
教
育
後
援
会
か

ら
寄
付
金
を
受
贈
し
た
。

　
教
育
後
援
会
の
山
田
愼
吾

会
長
と
猪
俣
友
美
副
会
長

は
、
瀬
野
隆
理
事
長
に
計
７

１
３
０
万
円
分
の
目
録
を
手

渡
し
た
＝
写
真
。
内
訳
は
、

教
育
懇
談
会
開
催
支
援
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
無
料
化
支
援
、

危
機
管
理
経
費
支
援
、
英
語

検
定
試
験
料
支
援
、
学
生
福

利
厚
生
支
援（
学
食
）、
教
育

環
境
整
備
支
援
、
海
外
留
学

支
援
な
ど
11
項
目
。
危
機
管

理
経
費
支
援
と
し
て
は
避
難

所
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

運
用
費
や
避
難
訓
練
時
に
学

生
に
配
布
す
る
非
常
用
ト
イ

レ
費
用
に
、
教
育
環
境
整
備

支
援
と
し
て
は
大
阪
万
博
会

場
で
使
用
さ
れ
昨
年
譲
り
受

け
た
ロ
ッ
カ
ー
の
保
守
料
な

ど
に
当
て
ら
れ
る
。

　
受
贈
し
た
瀬
野
理
事
長
は

謝
意
を
述
べ
、
学
生
へ
の
効

果
的
な
還
元
を
約
束
し
た
。

　
本
学
Ｆ
Ｄ
・
Ｉ
Ｒ
委
員
会
と
職
員
研
修
委
員
会
が
主
催

す
る
第
６
回
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
７
月
25
日
、

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
34
号
館
Ｂ
３
０
１
教
室
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
開
催
さ
れ
、
事
後
視
聴
者
も

含
め
て
教
職
員
５
０
４
人
が
参
加
し
た
。「
学
生
の
成
長

を
支
え
る
『
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
』
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ

に
、ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
ン
グ
と
教
育
心
理
学
の
視
点
か
ら
、

学
生
一
人
一
人
の
成
長
を
促
す
関
わ
り
方
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
。

な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
べ
き
」

と
述
べ
た
。

　
文
学
部
の
郡
司
菜
津
美
准

教
授
は
、
大
人
数
授
業
に
お

け
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
実

践
例
を
紹
介
。
授
業
前
の
感

想
紹
介
や
学
生
へ
の
声
掛
け

の
工
夫
な
ど
を
例
に
挙
げ
、

「
小
さ
な
関
わ
り
の
積
み
重

ね
は
学
生
に
『
自
分
を
見
て

く
れ
て
い
る
』
と
い
う
安
心

感
を
与
え
、
良
い
信
頼
関
係

を
育
む
」
と
述
べ
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
学
生
の
成

長
を
促
す
適
切
な
指
導
の
あ

り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
、
学
生
の
視
点
に
立
っ
た

教
育
・
支
援
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
機
会
と
し
た
。

「自分を見てくれている」という安心感を与え、信頼関係を

「腑に落ちる」瞬間、自発的な成長を引き出す適切な助言

文学部・郡司菜津美准教授

体育学部長・古田仁志教授

　
理
工
学
部
特
別
研
究
員
の

木
場
田
慶
矩
さ
ん
（
令
和
７

年
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士

課
程
修
了
）
と
富
樫
盛
典
理

工
学
部
教
授
、
塚
本
優
正
さ

ん（
令
和
７
年
理
工
学
部
卒
）

が
、
９
月
７
日
か
ら
11
日
に

秋
田
大
学
で
行
わ
れ
た
知
的

用
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

検
査
の
新
た
な
評
価
法
の
道

筋
を
示
し
た
。

　
富
樫
教
授
は
「
高
所
や
立

ち
入
り
困
難
な
場
所
で
の
ド

ロ
ー
ン
利
活
用
は
多
い
に
期

待
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
社

会
課
題
の
解
決
を
目
指
し
研

究
を
推
進
し
て
い
く
」
と
意

欲
を
示
し
た
。

大
学
見
本
市「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」

大
髙
教
授「
焚
火
で
発
電
」出
展

　
理
工
学
部
の
大
髙
敏
男
教

授
は
、
８
月
27
・
28
日
に
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
「
大
学
見
本
市
２
０
２

新
規
採
用
教
職
員

　
９
月
１
日
付
新
規
採
用
教

職
員
は
、次
の
と
お
り
。（
敬

称
略
）

【
教
員
】

［
凡
例
］
氏
名
／
所
属
学
科

／
職
名
／
専
門
分
野

●
経
営
学
部

河
原
　
達
也
＝
か
わ
は
ら
・

で
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
業

務
の
Ｄ
Ｘ
化
な
ど
、
ソ
フ
ト

面
で
の
変
革
も
進
め
て
お

り
、
業
務
効
率
化
に
よ
る
学

生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
て
い
る
。

　
は
じ
め
に
、
体
育
学
部
長

の
古
田
仁
志
教
授
が
、
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
実
例
を
紹

介
し
な
が
ら
、「
指
導
に
は

サ
イ
エ
ン
ス
（
科
学
的
な
分

析
）
と
ア
ー
ト
（
選
手
に
接

す
る
技
術
）の
両
方
が
必
要
」

と
説
明
。「
教
員
は
、
学
生

が
腑
に
落
ち
る
瞬
間
を
大
切

に
し
、
目
指
す
姿
と
現
状
と

の
差
を
埋
め
、
自
発
的
な
成

長
を
引
き
出
す
た
め
の
適
切

学
生
の
成
長
支
援
へ

シ
ス
テ
ム
お
よ
び
画
像
処
理

に
関
す
る
国
際
会
議
「
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
２
０
２
６
」
で
論

文
発
表
を
行
い
、Best 

Paper Award

（
優
秀
論
文

賞
）
を
受
賞
し
た
。

　
受
賞
論
文
は
「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
接
続
型
の
赤
外
線
カ

メ
ラ
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

表
面
温
度
測
定
の
検
証
」。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
サ
ー
モ

カ
メ
ラ
と
接
続
し
て
ド
ロ
ー

ン
に
搭
載
し
、
飛
行
状
態
で

も
安
定
し
て
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
表
面
の
温
度
分
布
を
計

測
・
評
価
で
き
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
計

測
結
果
か
ら
、
ド
ロ
ー
ン
活

学
連
携
イ
ベ
ン
ト
で
、
大
学

な
ど
に
お
け
る
研
究
成
果
の

社
会
還
元
・
技
術
移
転
の
促

進
お
よ
び
実
用
化
に
向
け
た

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
目
的
と

し
て
い
る
。
　

Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令和10年３月竣工へ　実施設計が完了

た
つ
や
／
経

営
学
科
／
准

教
授
／
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ

富樫教授（右）と木場田さん

　
国
士
舘
史
資
料
室

の
収
蔵
資
料
を
サ
イ

ト
上
で
公
開
す
る

「
収
蔵
資
料
の
検
索
」

に
、
本
年
６
月
８
日

『
国
士
舘
大
学
新
聞
』

記
事
等
約
３
万
件
が

新
た
に
追
加
さ
れ
、

本
学
沿
革
史
資
料
へ

の
利
便
性
が
飛
躍
的

に
高
め
ら
れ
た
。

　
資
料
室
の
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
平

成
23
年
に
開
始
さ
れ
、『
大

学
新
聞
』
記
事
検
索
は
第
50

号
ま
で
が
公
開
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
追
加
で
昭
和
32

年
１
月
の
前
身
紙
か
ら
令
和

２
年
４
月
の
第
５
２
０
号
ま

で
が
閲
覧
可
能
と
な
っ
た
。

　
資
料
室
で
は
今
後
も
収
蔵

資
料
の
随
時
公
開
を
予
定
し

て
い
る
。

『大学新聞』記事等３万件　アーカイブ追加

　
大
髙
教
授
の
研
究
テ
ー
マ

は
、「
焚
火
で
発
電
　
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
不
要
ポ
ー
タ
ブ
ル

廃
熱
回
生
装
置
」。
こ
れ
ま

で
利
用
困
難
と
さ
れ
て
い
た

低
温
度
廃
熱
を
利
活
用
し
た

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
要
の
小
型

廃
熱
回
収
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
が
不
安

定
な
環
境
下
に
お
い
て
も
廃

熱
を
電
気
へ
と
変
換
可
能
に

す
る
も
の
で
、
災
害
時
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
な
ど
幅
広
い

活
用
が
見
込
ま
れ
る
。

　
ブ
ー
ス
で
は
大
髙
研
究
室

の
学
生
ら
も
サ
ポ
ー
ト
し
、

高
度
な
研
究
と
産
学
連
携
の

可
能
性
を
学
ん
だ
。

国
際
会
議「
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
２
０
２
６
」優
秀
論
文
賞

富
樫
教
授
ら
受
賞

６
～
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ジ

ャ
パ
ン
」
に

ブ
ー
ス
を
出

展
し
た
。
大

学
見
本
市

は
、
国
立
研

究
開
発
法
人

科
学
技
術
振

興
機
構
が
開

催
す
る
日
本

最
大
級
の
産

プレゼンテーションを行う
大髙教授

著者：佐藤宏明・ 
　　　村上貴弘

競争的研究課題一覧 令和8年4月~9月に採択された
研究中の課題（職名は採択当時）

事業名等 氏名 所属・職名 研究課題等

公益財団法人ロッテ
財団「第13回（2026
年度）研究助成事業

『奨励研究助成』」

長名　シオン 体育学部 
准教授

アミノ酸による筋細胞プ
ロテオスタシス制御機構
の解明と筋委縮予防への
応用

公益財団法人大林財
団「2025年度助成」

南　泰裕 理工学部 
教授

タイ・クレット島における
水系住居と都市域の特性
に関する研究

位田　達哉 理工学部 
准教授

地方創生を担うコミュニ
ティ大工の空き家再生現
場におけるAI安全管理

公益財団法人JKA
「自転車等機械振興
事業に関する補助金」

神野　誠 理工学部 
教授

超微細低侵襲手術支援ロ
ボティックデバイスの高
精度位置決め機構に関す
る研究補助事業

東北大学金属材料
研究所「令和8年度　
附属新素材共同研究
開発センター共同利
用研究課題」

神津　薫 理工学部 
教授

高温Cu溶融法における
Ru₂B₃結晶の合成と物理
化学的性質

公益財団法人河川財
団「河川基金助成事
業」

平尾　賢生 理工学部　 
講師

河床低下に伴う鋼管杭基
礎の支持性能低下と鋼材
補強効果に関する実験的
研究

令和8年度京都大学
人文科学研究所共同
利用・共同研究拠点
共同研究プロジェクト

紙屋　牧子 文学部 
講師

戦後日本映画サークル協
議会関連資料の研究活用
に向けた基礎的研究

公益財団法人クリタ
水・環境科学振興財
団「2026年度国内
研究助成」

鈴木　慎也
21世紀

アジア学部 
准教授

高精度地形モデルを用い
た水文解析による古代ス
リランカ連珠式貯水池シ
ステムの貯留機能推定と
水資源レジリエンス評価

公益財団法人村田
学術振興・教育財団

「2026年度研究助
成」

常木　麻衣
21世紀

アジア学部 
講師

物質文化に基づくメソポ
タミア王権成立期の社会
変容と編年の再検討

マ
ス
コ
ミ

　
　
を
追
う

一冊いかが

多摩でも訓練
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院
生
１
人
、 

協
定
校
か
ら
６
人
入
学

　本学は、令和８年９月卒業生および大学院修了生を対
象にした学位記授与式を９月12日、世田谷キャンパスで
実施した。学位取得者は、学部生90人、大学院修士課程
３人、博士１人の計94人で、各学部・研究科の実施計画
に基づいて挙行した。
　田原淳子学長は全体会で「これまで積み重ねてこられ
た努力と研さんに、深く敬意を表したい。本学での経験
や学びを生かし、今後それぞれの舞台で飛躍することを
期待している」とエールを送り、卒業生らの未来に期待
を寄せた。
　全体会終了後は、各学部・研究科ごとに学位記授与式
が実施され、各学部長・研究科長らから卒業生一人一人
に学位記が授与された。
　卒業生らは、これまでの思い出を振り返りながら卒業
の喜びを分かち合うとともに、教職員からは「言葉や文
化の違いに向き合いながら努力を重ねてこられたことを
誇りに思う」「卒業後も本学との縁を大切にし、いつで
もキャンパスを訪れてほしい」とはなむけの言葉が贈ら
れた。

　本学は令和８年９月入学生として、大学院生１人と編
入協定を結ぶ海外の大学から学部３年次編入生６人を迎
え入れた。９月12日には、町田キャンパス30号館201教
室で、21世紀アジア学部とグローバルアジア研究科が合
同で入学を祝う行事を催した。中山雅之学部長をはじめ
教職員は新入生に歓迎の言葉を贈り、日本での学びや学
生生活を全面的に支援すると伝えた。

経営学部㊤と政経学部㊦の卒業生と教員ら

参
列
し
た
９
月
入
学
の
編
入
生
ら
（
前
列
）

９
月
卒
業
生
ら
94
人
に
学
位
記
授
与

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

住宅の復旧作業に手作業で取り組む
学生＝熊本地震被災地

小型重機を操縦して整地作業に取り
組む学生＝千葉豪雨被災地

熊
本
地
震
、千
葉
豪
雨
の
被
災
地
で
支
援

　
今
回
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
、
非
常
に
貴
重
な
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
地
震
の
被
害
を
報
道
な

ど
で
見
て
い
ま
し
た
が
、
実

際
に
現
場
で
見
る
半
壊
し
た

建
物
や
断
層
に
衝
撃
を
受

け
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
言

葉
か
ら
は
そ
の
重
み
を
実
感

し
ま
し
た
。
活
動
の
中
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
援

で
き
る
範
囲
に
は
限
り
が
あ

り
、
や
り
た
く
て
も
で
き
な

い
と
い
う
歯
が
ゆ
い
体
験
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経

験
や
教
訓
を
多
く
の
人
に
伝

え
、
災
害
が
起
こ
る
前
に
ど

れ
だ
け
防
災
の
意
識
を
高
め

ら
れ
る
か
が
重
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

出来ない歯がゆさ…日頃の心構え痛感

現場で初めて小型重機操縦…やりがい

　国際協力や地域活性化活動な
どを行う本学国際ボランティア
部でも、８月中旬から９月中旬
の５回にわたってボランティア
を行い、４人の部員が活動に参
加した。
　同部は、千葉・印旛沼の氾濫
地域の整備作業や、土砂災害の

被害を受けた住宅の家具搬出作
業などを行った。
　主将の池田煌汰朗さん（政経
３年）は、「学生ならではの『元気
を置いてくる』をコンセプトに
活動を行いました。被災者の皆
さまに勇気や元気を伝えられて
いたらうれしいです」と述べた。

学
生
33
人
活
動

　
本
学
は
、
令
和
８
年
熊
本

地
震
と
令
和
８
年
８
月
千
葉

豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
被
災

地
に
、
９
月
18
日
ま
で
に
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
33
人
と
教

職
員
10
人
を
派
遣
し
た
。
参

加
し
た
の
は
、
本
学
の
防
災

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
論
・
同
実
習
」
の

修
了
生
や
防
災
士
の
資
格
を

有
す
る
有
志
の
学
生
ら
で
、

被
災
地
へ
の
思
い
を
胸
に
活

動
に
臨
ん
だ
。

　
熊
本
・
八
代
市
で
は
、
７

月
２８
日
の
地
震
発
生
を
受

け
、
先
遣
隊
と
し
て
防
災
・

救
急
救
助
総
合
研
究
所
の
植

田
広
樹
教
授
と
浅
倉
大
地
講

師
が
８
月
５
日
に
現
地
を
訪

問
し
、
被
害
状
況
の
調
査
と

現
地
関
係
者
と
の
調
整
を
重

ね
た
。
９
月
15
日
か
ら
17
日

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
被

災
し
た
住
宅
の
片
付
け
や
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な
ど
の
復

旧
支
援
活
動
の
ほ
か
、
同
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
運
営
を
支
え
る
活
動
に

も
取
り
組
ん
だ
。

　
同
14
日
か
ら
３
日
間
で
行

っ
た
千
葉
・
市
原
市
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
豪
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
の
被
害
を
受

け
た
住
宅
の
復
旧
作
業
に
当

た
っ
た
。
小
型
重
機
を
用
い

た
整
地
作
業
も
行
い
、
本
学

で
取
得
可
能
な
「
小
型
車
両

系
建
設
機
械
（
整
地
等
）」

の
特
別
教
育
を
修
了
し
た
学

生
ら
が
実
際
に
重
機
を
操
縦

す
る
場
面
も
み
ら
れ
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中

は
、
天
候
な
ど
の
変
化
に
も

柔
軟
に
対
応
し
、
災
害
現
場

で
活
動
す
る
上
で
の
安
全
管

理
や
状
況
判
断
に
つ
い
て
実

践
的
に
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　
統
括
し
た
浅
倉
講
師
は

「
被
災
さ
れ
た
方
々
の
暮
ら

し
に
目
を
向
け
て
必
要
と
さ

れ
る
支
援
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
は
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て

大
き
な
学
び
と
な
っ
た
。
今

後
も
現
地
の
状
況
や
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、
本
学
と
し
て
で

き
る
支
援
を
考
え
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

広
く
活
躍
す
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
へ

養
成
論
実
習
　
全
７
学
部
の
475
人
受
講

多くの来場者でにぎわった
「ＤＩＹストリートパーク」

　「
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
論

実
習
」
が
、
８
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
講
さ
れ
、
受
講
す
る

全
７
学
部
の
学
生
４
７
５
人

が
各
３
日
間
の
実
習
に
取
り

組
ん
だ
。
本
科
目
は
、
災
害

へ
の
備
え
や
災
害
発
生
後
に

幅
広
く
対
応
で
き
る
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と
し

て
お
り
、
令
和
４
年
度
か
ら

は
本
学
副
専
攻
制
度
「
防
災

リ
ー
ダ
ー
副
専
攻
」
の
必
修

科
目
に
も
位
置
付
け
て
い
る
。

　
実
習
で
は
、
煙
体
験
や
初

期
消
火
訓
練
、
要
配
慮
者
の

搬
送
訓
練
な
ど
を
実
践
し
、

災
害
現
場
の
実
情
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
。
座
学
で
は
、
被
災

者
の
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
や
避

難
所
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て

実
学
的
に
学
ぶ
と
と
も
に
、

東
京
都
が
配
布
す
る
「
東
京

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を

用
い
た
ワ
ー
ク
も
実
践
。
居

住
地
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
参
考
に
、
災
害
発
生
時
の

避
難
場
所
と
経
路
を
確
認

し
、
日
常
か
ら
防
災
意
識
を

高
め
て
お
く
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
。

　
学
生
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
か
ら
周
囲
と
協
力
す
る

「
共
助
」の
大
切
さ
を
学
び
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
実

践
力
を
高
め
た
。

　
本
学
は
、
教
員
に
必
要
な
知
識

と
技
能
を
実
践
的
に
学
ぶ
教
職
科

目
「
教
職
実
践
演
習
」
を
開
講
し

て
い
る
。

　
10
月
３
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
授
業
で
は
、
世
田

谷
区
立
の
小
中
学
校
教
員
23
人
が

招
か
れ
た
。「
特
別
支
援
教
育
と

教
育
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
学
校
現
場
の

実
践
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
講

義
と
教
職
課
程
（
中
・
高
）
を
履

修
す
る
学
生
１
６
４
人
と
の
ラ
ウ

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

　
講
義
で
は
、
合
理
的
配
慮
の
工

夫
、
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
Ａ

Ｉ
の
活
用
な
ど
、
教
育
現
場
で
の

実
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
学
生
ら
が
就
職

後
の
目
標
や
理
想
の
教
員
像
に
つ

い
て
小
中
学
校
教
員
と
意
見
交
換

を
重
ね
た
。
傾
聴
力
の
大
切
さ
や

教
室
環
境
の
工
夫
な
ど
の
助
言
も

あ
り
、
日
々
、
教
育
現
場
に
立
つ

教
員
の
生
の
声
を
聞
く
貴
重
な
機

会
と
な
っ
た
。

小中学校教員から「教育現場」学ぶ

教職実践演習

「
国
士
舘
を
語
る
」発
行
に
寄
せ
て

　
本
書
は
全
学
共
通
教
育
科

目
「
国
士
舘
を
語
る
―
継
承

す
る
精
神
文
化
の
探
求
―
」

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
令
和

６
年
度
よ
り
学
部
・
学
科
・

学
年
を
問
わ
ず
、
自
由
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
全
学
共

通
教
育
科
目
」
が
設
置
さ
れ

た
。
同
科
目
は
そ
の
コ
ア
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
受
講
者
各

け
で
な
く
、
他
者
や
社
会
の

こ
と
を
考
え
、
行
動
で
き
る

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

想
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
賛
同

し
た
の
が
徳
富
蘇
峰
・
頭
山

満
・
渋
沢
栄
一
ら
で
あ
っ
た
。

　
本
書
は
多
く
の
資
料
や
コ

ラ
ム
を
駆
使
し
な
が
ら
国
士

舘
創
立
時
の
想
い
を
明
ら
か

に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
寄
稿
）

位
が
「
誰
か
に
語
り
た
く
な

る
く
ら
い
国
士
舘
に
興
味
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
書
で
は
国
士
舘
が
ど
の

よ
う
な
想
い
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が

関
わ
っ
て
き
た
か
を
詳
細
に

「
語
る
」。
そ
れ
は
単
に
年

表
と
し
て
過
去
を
眺
め
る
こ

と
で
は
な
い
。
当
時
の
人
々

多
数
の
ご
家
族
ら
が
参
加
し
教
職
員

ら
と
意
見
交
換
、
親
睦
を
深
め
た
教

育
懇
談
会
＝
大
阪
会
場

　
文
学
部
は
、
創
設
60
周
年
記

念
品
に
使
用
す
る
イ
ラ
ス
ト
の

デ
ザ
イ
ン
を
「
こ
の
10
年
を
未

来
に
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
公

募
し
、
教
育
学
科
初
等
教
育
コ

ー
ス
４
年
の
藤
村
航
太
さ
ん
の

作
品
が
採
用
さ
れ
た
。

　
作
品
は
学
園
を
象
徴
す
る
楓

を
モ
チ
ー
フ
に
し
、
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
動
き
を
も
た
せ
て
未
来

へ
向
か
う
様
子
を
表
現
し
た
。

選
考
委
員
会
か
ら
は
、
風
に
な

び
く
赤
い
楓
が
文
学
部
を
盛
り

立
て
る
「
焔
（
ほ
の
お
）」
の

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
、
テ
ー
マ

を
よ
く
具
現
化
し
て
い
る
と
高

く
評
価
さ
れ
た
。

　
藤
村
さ
ん
は
「
文
学
部
は
新

し
い
挑
戦
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
場
所
」
と
話
し
、「
教
育
実

習
を
経
験
す
る
中
で
、『
新
た

な
挑
戦
が
し
た
い
』
と
い
う
思

い
が
芽
生
え
て
応
募
し
ま
し

た
。
心
を
込
め
て
制
作
し
た
の

で
、
採
用
さ
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
喜
ん
だ
。
記
念
品

は
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
で
、
60
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に

来
場
者
ら
に
配
布
す
る
予
定
。

藤村さん　が60周年記念品のデザイン

文学部　～この10年を未来につなぐ～

教
育
懇
談
会　
新
潟
・
大
阪
も
盛
況

　
本
学
は
、
令
和
８
年
度
教

育
懇
談
会
を
９
月
６
日
に
新

潟
市
、
10
月
４
日
に
大
阪
市

で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
今
年

度
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

今
年
度
は
、
５
月
30
日
の
世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
皮
切
り

に
、
町
田
・
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
と
地
区
会
場
合
わ
せ
て
全

８
回
開
催
し
、
全
学
部
の
１

～
４
年
生
合
わ
せ
て
１
７
１

２
人
の
ご
家
族
が
参
加
し
た
。

　
各
会
場
で
は
、
田
原
淳
子

学
長
を
は
じ
め
国
士
舘
大
学

教
育
後
援
会
の
山
田
愼
吾
会

長
、
各
学
部
お
よ
び
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー
の
教

職
員
ら
が
ご
家
族
を
出
迎

え
、
本
学
の
教
育
活
動
や
就

職
支
援
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
地
区
会
場
で
は
、
細
越
淳

二
教
務
部
長
が
授
業
や
ク
ラ

ブ
活
動
、
学
生
支
援
体
制
ま

で
学
生
生
活
の
様
子
を
幅
広

く
紹
介
。
教
員
と
の
個
別
相

談
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実

施
し
、
親
元
を
離
れ
て
学
ぶ

学
生
の
ご
家
族
と
修
学
状
況

や
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
重
ね
た
。

今年度全日程終了 災害時に備え２人一組で傷病者の
搬送訓練に取り組む学生ら

三
軒
茶
屋
に「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ス
ト
リ
ー
ト
パ
ー
ク
」設
置

西
村
研
究
室
が
空
間
演
出

自
作
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
…
公
共
空
間
利
活
用

　
公
共
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
を

研
究
す
る
理
工
学
部
ま
ち
づ

く
り
学
系
の
西
村
亮
彦
研
究

室
は
９
月
22
日
、三
軒
茶
屋
・

茶
沢
通
り
の
歩
行
者
天
国
に

約
60
㍍
の
芝
生
エ
リ
ア
「
Ｄ

Ｉ
Ｙ
ス
ト
リ
ー
ト
パ
ー
ク
」

を
設
置
し
、
来
場
者
が
滞
留

で
き
る
空
間
を
演
出
し
た
。

　
学
生
ら
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
設

計
・
施
工
し
た
テ
ー
ブ
ル
や

椅
子
を
芝
生
エ
リ
ア
に
設
置

し
た
ほ
か
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
な
ど
子
ど
も
向
け
コ
ン

テ
ン
ツ
を
企
画
・
運
営
し
た
。

当
日
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
憩
い
の
場
と
な

り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ

た
。

　
同
日
に
ふ
れ
あ
い
広
場
で

　
体
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
医
科

学
科
が
開
講
す
る
「
救
急
用

自
動
車
同
乗
実
習
」
が
８
月

10
日
か
ら
９
月
16
日
に
か
け

て
実
施
さ
れ
、
同
学
科
３
年

生
１
６
３
人
が
都
内
の
各
消

防
署
で
実
習
を
行
っ
た
。
本

実
習
は
、
厚
生
労
働
省
が
定

め
る
救
急
救
命
士
学
校
養
成

所
指
定
規
則
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
も
の
で
、
本
学
で
は

東
京
消
防
庁
の
全
面
的
な
協

力
の
も
と
毎
年
実
施
し
て
い

る
。

　
実
習
期
間
中
、
学
生
ら
は

実
際
に
救
急
用
自
動
車
に
乗

り
込
み
、
救
急
隊
長
指
導
の

も
と
、
現
場
で
の
救
急
活
動

を
見
学
し
た
。
現
場
は
救
急

要
請
な
ら
で
は
の
緊
迫
し
た

空
気
と
な
る
中
、
学
生
ら
は

講
義
で
学
ん
だ
基
礎
知
識
を

生
か
し
つ
つ
、
隊
員
た
ち
の

救
急
対
応
や
業
務
な
ど
を
肌

で
感
じ
、
よ
り
実
践

的
な
学
び
を
得
た
。

　
参
加
し
た
布
施
沙

綾
さ
ん（
３
年
）は
、

「
傷
病
者
の
状
態
を

継
続
的
に
把
握
し
つ

つ
、
臨
機
応
変
に
対

応
し
て
い
く
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
」
と

振
り
返
り
、「
今
回

の
経
験
を
こ
れ
か
ら

の
学
び
に
生
か
し
て

消
防
官
の
夢
を
実
現

さ
せ
ま
す
」
と
決
意

を
新
た
に
し
た
。

救
急
車
に
同
乗
、現
場
経
験

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
の
163
人

開
催
さ
れ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

メ
イ
ン
ブ
ー
ス
の
造
作
も
担

い
、学
生
ら
は
、ま
ち
の
人
々

が
楽
し
む
場
を
自
ら
の
手
で

つ
く
り
出
す
実
践
を
通
じ

て
、
公
共
空
間
の
あ
り
方
や

ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
を
広

く
学
ん
だ
。

　
西
村
研
究
室
は
「
出
張
Ｄ

Ｉ
Ｙ
広
場
」
を
各
地
で
実
施

し
、
ま
ち
の
課
題
を
デ
ザ
イ

ン
で
解
決
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

21世紀アジア学部とグローバルアジア研究科
　新入生を代表して、陳子玥（チン・シゲツ）さんが「価
値観の異なる人々との交流を大切にしながら広い視野を
身につけ、互いに支え合いながら目標に向かい努力しま
す」と宣誓した。歓迎の辞を述べた在学生代表の白師萌
（ハク・シホウ）さん（４年）は、自身の留学経験を踏ま
え、「困った時は教職員や先輩、同級生を頼り、安心し
て大学生活を楽しんでほしい」とエールを送った。
　その後開かれた茶話会では、本学への編入の決め手や
研究室を選んだ理由、日本での生活や趣味など、多様な
話題で談笑し、会場は終始和やかな雰囲気に包まれた。

救
急
資
器
材
を
点
検
す
る

布
施
さ
ん
（
右
）

教
育
学
科

文学部での学びを生かして60周年記
念品のデザインを制作した藤村さん

本
に
は
「
自
分
だ
け
が
い
か

に
得
を
す
る
か
」
と
い
う
自

己
主
義
・
功
利
主
義
と
は
異

な
る
唯
一
無
二
の
精
神
文
化

が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
幕
末
に
吉
田
松
陰

が
主
宰
し
た
松
下
村
塾
を
目

指
し
て
創
立
さ
れ
た
の
が
国

士
舘
で
あ
る
。
柴
田
德
次
郎

舘
長
ら
は
、
国
士
舘
創
立
を

通
し
て
日
本
文
化
を
継
承
す

る
「
国
士
」

を
養
成
し
よ

う
と
し
た
の

で
あ
る
。
自

分
の
こ
と
だ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

文
学
部
教
授　

松
野 

敏
之

著
　
者
　
　
佐
藤
圭
一
・
松
野
敏
之
・

　
　
　
　
　
三
澤
勝
己
・
織
田
健
志
・

　
　
　
　
　
池
元
有
一
・
大
場
一
央
・

　
　
　
　
　
吉
原
裕
一

発
　
行
　
　
成
文
堂

価
　
格
　
　
１
９
８
０
円
（
税
込
）

の
苦
悩
や
国
士
舘
に
託
し
た

夢
の
探
究
を
目
的
と
す
る
。

国
士
舘
の
「
設
立
趣
意
書
」

に
は
、
大
正
時
代
の
当
時
、

日
本
の
伝
統
文
化
を
軽
視
す

る
風
潮
に
危
惧
を
抱
い
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
日

　
初
め
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
重
機

と
手
作
業
に
よ
る
土
砂
崩
れ

の
整
地
作
業
・
応
急
処
置
作

業
な
ど
幅
広
い
支
援
に
触

れ
、
住
民
の
方
か
ら
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
大
き
な

や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

特
に
、
学
内
講
習
を
受
け
資

格
を
有
し
て
い
た
小
型
重
機

を
初
め
て
実
際
の
現
場
で
操

縦
し
、
操
縦
の
ス
キ
ル
や
安

全
に
対
す
る
意
識
な
ど
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
で
す
。

　
千
葉
県
は
度
重
な
る
豪
雨

で
未
だ
に
不
安
な
状
況
が
続

い
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
今

後
も
被
災
地
の
力
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
元
気
」届
け
る
！

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
も
奔
走

松島　偉治さん（文学部２年）熊本地震

小松崎　涼さん（政経学部４年）千葉豪雨

祝 

小中学校教員（右）と意見交換
する学生

国
士
舘
を
語
る

┃
継
承
す
る
精
神
文
化
の
探
求

成文堂

佐
藤
圭
一

松
野
敏
之

三
澤
勝
己

織
田
健
志

池
元
有
一

大
場
一
央

吉
原
裕
一

国
士
舘

を
語
る

カバ ー 写 真 ： 佐 藤 圭 一  撮 影 成 文 堂
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本
紙
第
５
４
５

号
４
面
の
エ
ジ

プ
ト
と
の
病
院
前
救
急
医
療

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
記
事
に
つ
い

て
、
開
催
期
間
は
７
月
11
日

ま
で
、
記
事
中
の
写
真
中
央

は
、
保
健
人
口
省
の
ハ
ー
リ

ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ッ
フ

ァ
ー
ル
大
臣
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

訂
正

◆
資
料
提
供
の
お
願
い
◆

　
国
士
舘
に
関
す
る
資
料
や

情
報
の
ご
提
供
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
講
義
ノ

ー
ト
や
実
習
道
具
、
思
い
出

の
写
真
・
ア
ル
バ
ム
な
ど
、

学
生
時
代
の
資
料
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　
柴
田
会
舘
内

　
国
士
舘
史
資
料
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０　３（
３
４
１
８
）

２
６
９
１

商
業
学
校
創
設
１
０
０
年

と
世
田
谷

　
創
立
１
０
９
年
の
記
念
日

を
11
月
４
日
に
迎
え
る
本

年
、
本
紙
第
５
４
４
号
「
資

料
室
だ
よ
り
61
」
に
も
記
し

た
通
り
、
大
正
15
（
１
９
２

６
）
年
４
月
の
国
士
舘
商
業

学
校
の
創
設
か
ら
数
え
て
１

０
０
年
に
あ
た
る
。
夜
間
開

講
で
あ
っ
た
商
業
学
校
の
特

徴
の
ひ
と
つ
は
、
世
田
谷
周

辺
地
域
と
国
士
舘
と
の
協
同

運
営
で
あ
っ
た
点
に
あ
る
。

な
か
で
も
世
田
谷
町
・
駒
沢

町
・
松
沢
村
・
玉
川
村
・
目

黒
町
・
碑
衾
町
の
周
辺
６
町

村
が
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
た
こ
と
は
そ
の
好
例
で
あ

る
。
今
回
は
商
業
学
校
の
関

連
史
料
を
ひ
も
と
き
な
が

ら
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

紹
介
す
る
。

　
国
士
舘
商
業
学
校
は
、
実

業
学
校
令
な
ど
に
基
づ
い
た

中
等
教
育
機
関
で
、
世
田
谷

周
辺
の
勤
労
青
年
に
向
け
た

教
育
を
主
眼
に
置
い
た
。
校

長
に
は
、
地
域
の
名
士
で
あ

２
割
弱
を
占
め
た
。
補
助
額

を
記
す
と
、
初
年
度
の
大
正

15
年
度
は
計
２
１
０
０
円
、

昭
和
２
年
度
１
９
５
０
円
、

３
年
度
１
６
５
０
円
、
４
年

度
１
７
０
０
円
、
５
年
度
１

２
０
０
円
、
６
年
度
７
年
度

は
各
９
３
０
円
で
あ
っ
た
。

昭
和
恐
慌
の
影
響
か
ら
次
第

に
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

補
助
金
の
約
５
割
は
世
田
谷

町
が
負
担
し
た
。
昭
和
７
年

10
月
に
各
６
町
村
は
世
田
谷

区
・
目
黒
区
に
再
編
さ
れ
る

が
、
８
年
度
以
降
も
世
田
谷

区
１
０
０
０
円
・
目
黒
区
１

３
０
円
の
計
１
１
３
０
円

が
、
継
続
し
て
国
士
舘
商
業

学
校
へ
支
弁
さ
れ
て
い
る

（『
商
業
学
校
十
年
小
史
』）。

卒
業
生
の
半
数
は
近
隣
自
治

体
の
行
政
職
に
就
き
、
２
割

は
銀
行
・
民
間
会
社
で
活
躍

し
た
。
詳
細
な
勤
務
地
は
不

明
で
あ
る
が
、
卒
業
生
の
多

く
は
地
域
の
発
展
に
寄
与
し

た
と
推
測
で
き
る
。

　
国
士
舘
商
業
学
校
は
、
現

代
版
「
地
域
連
携
」
と
も
い

え
る
学
校
で
あ
っ
た
。
こ
の

商
業
学
校
を
テ
ー
マ
に
、
11

月
２
・
３
日
の
楓
門
祭
を
含

む
会
期
で
、
恒
例
の
創
立
記

念
展
を
催
す
。
会
場
の
国
士

舘
大
講
堂
に
お
立
ち
寄
り
頂

き
た
い
。

（
国
士
舘
史
資
料
室

　
　
　
　
　
熊
本
　
好
宏
）

金
支
出
が
決
定
さ
れ

る
。

　
写
真
は
同
日
の
関

係
者
一
同
で
あ
る
。

列
記
す
れ
ば
着
座
の

前
列
右
か
ら
、
世
田

谷
町
長
山
崎
四
六
、

碑
衾
村
長
角
田
光
五

郎
、
駒
沢
町
長
谷
岡

貫
二
、
荏
原
郡
長
宮

商業学校創立相談会
（大正15年２月２日）

る
大
場
信
續
が
就
い
た
。
大

場
家
は
、
近
世
初
期
か
ら
彦

根
藩
井
伊
家
世
田
谷
領
の
代

官
を
歴
任
し
た
名
家
で
、
近

現
代
に
お
い
て
も
地
域
の
振

興
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
当
初
、
信
續
は
国
士
舘
を

「
反
動
思
想
」
集
団
と
も
想

像
し
て
い
た
も
の
の
、
後
に

そ
の
理
念
に
共
鳴
し
「
士
魂

商
才
を
現
実
化
」
す
べ
く
国

士
舘
商
業
学
校
の
創
設
に
尽

力
す
る
。
大
正
15
年
２
月
２

日
、
大
講
堂
に
各
町
村
の
有

力
者
が
集
い
、
学
校
新
設
後

の
運
営
方
法
を
協
議
し
て
、

各
町
村
費
か
ら
毎
年
の
補
助

城
栄
三
郎
、
目
黒
町
長
土
生

文
之
助
、
同
町
助
役
神
山
錠

五
郎
、同
町
助
役
須
田
鈅
治
、

駒
沢
町
会
議
員
倉
形
源
蔵
、

豪
徳
寺
住
職
梶
川
乾
堂
、
前

世
田
谷
町
長
相
原
栄
吉
で
あ

る
。
後
列
に
は
、
右
か
ら
駒

沢
町
会
議
員
秋
山
紋
兵
衛
、

同
町
助
役
中
村
元
治
、
同
町

会
議
員
志
田
又
七
、
国
士
舘

柴
田
德
次
郎
、
校
長
大
場
信

續
、
世
田
谷
町
学
務
委
員
小

川
清
次
郎
、
同
町
会
議
員
松

宮
七
五
郎
、
国
士
舘
石
井
澄

之
助
、同
花
田
半
助
で
あ
る
。

左
上
白
枠
に
は
、
右
か
ら
松

沢
村
長
大
庭
覺
太
郎
、
同
村

助
役
笈
沼
善
之
助
、
同
村
会

議
員
上
保
角
蔵
で
あ
る
。
関

係
６
町
村
の
う
ち
玉
川
村
長

豊
田
正
治
は
確
認
で
き
な
い

が
、
村
費
支
出
の
決
議
書
に

は
署
名
し
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
（『
百
年
史
　
史
料

編
上
』
４
５
１
頁
）。

　
関
係
６
町
村
の
補
助
金

は
、
商
業
学
校
運
営
費
の
約

　国際交流センター主催の短期留学（海外研修）が８月から
９月にかけて実施され、ニュージーランド、フィリピン、ア
メリカでの約４週間のプログラムに43人の学生が参加した。
ニュージーランドのオークランド大学とフィリピンのラプラ
プセブ国際大学での体験記を紹介する。

現地の子どもたちと佐藤さん（後列左）

21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部

�

３
年
　
安    

智
雄

　
韓
国
と
日
本
で
暮
ら
す
中

で
感
じ
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
多
く
の
人

が
常
に
忙
し
く
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
一
つ
の

こ
と
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
次

21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部

�

２
年
　
佐
藤
　
由
宗

　
今
回
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の

短
期
留
学
を
通
し
て
、
私
は

英
語
力
だ
け
で
な
く
、
自
分

の
将
来
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
生
活
す
る

中
で
、
日
本
と
は
異
な
る
文

化
や
生
活
環
境
を
経
験
し
ま

し
た
。
英
語
を
使
っ
た
生
活

で
は
、
最
初
の
頃
は
な
か
な

か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
ず
、
自
分
の
考
え
を
思

う
よ
う
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
相
手
の
英
語
を
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
面

も
あ
り
、
自
分
の
語
学
力
向

上
へ
の
課
題
を
感
じ
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
地
の
人
と

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
と
き
に
は
、
英
語
は
単

な
る
学
習
の
た
め
の
も
の
で

は
な
く
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ

た
め
の
手
段
で
あ
る
と
実
感

し
ま
し
た
。

　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
ス
ラ
ム
街
で
子
ど

も
た
ち
に
英
語
を
教
え
た
経

験
で
す
。
実
際
に
授
業
を
行

う
中
で
、
子
ど
も
た
ち
と
関

わ
り
な
が
ら
教
え
る
こ
と
に

大
き
な
楽
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
自
分
は
教

て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
現
地
で
出
会

っ
た
教
員
を
目
指
す
先
輩
と

の
交
流
も
、
自
分
の
進
路
に

つ
い
て
考
え
る
大
き
な
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
短
期
留
学
を
通
し

て
、
英
語
を
学
ぶ
こ
と
だ
け

で
な
く
、
人
と
関
わ
り
、
誰

か
の
学
び
や
成
長
に
関
わ
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
自
分
が
目
指
し
て

き
た
英
語
教
員
と
い
う
将
来

の
夢
へ
の
思
い
を
よ
り
一
層

強
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
短
期
留
学
で
感
じ
た

難
し
さ
や
楽
し
さ
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
今
後
の
学
び
に

生
か
し
、
英
語
力
を
さ
ら
に

高
め
る
と
と
も
に
、
生
徒
一

人
一
人
と
向
き
合
い
、
誰
か

の
心
を
動
か
す
こ
と
の
で
き

る
教
員
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

の
こ
と
が
始
ま
り
ま
す
。
夜

寝
る
時
も
「
今
日
が
終
わ
っ

た
」
と
い
う
よ
り
「
明
日
の

た
め
に
寝
る
」
と
い
う
感
覚

で
過
ご
す
人
が
多
い
と
感
じ

て
お
り
、
私
自
身
も
、
そ
の

よ
う
に
生
き
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
１
カ
月
間
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
滞
在
し
な
が

ら
、
初
め
て
西
洋
文
化
圏
で

の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
人
生
の
向
き

合
い
方
へ
の
違
い
」
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
。
特
に
、
印
象

的
だ
っ
た
の
は
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
す
。家
族
で
も「
あ

な
た
」
と
「
私
」
を
は
っ
き

り
分
け
て
考
え
る
こ
と
で
、

一
人
一
人
を
尊
重
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
は
じ

め
は
、
不
思
議
な
感
覚
で
し

た
が
、
そ
の
考
え
方
に
共
感

す
る
場
面
も
何
度
か
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
違
い
は
言
葉

国
語
や
日
本
語
は
「
私
は
〇

〇
を
す
る
」
の
よ
う
に
動
詞

が
最
後
に
き
ま
す
が
、
英
語

で
は
「
Ｉ
　
Ｄ
Ｏ
～
」
と
主

語
の
す
ぐ
後
に
動
詞
が
き
ま

す
。
語
順
だ
け
で
考
え
方
が

決
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
言
語
と
文
化
の
つ
な

が
り
に
つ
い
て
も
考
え
る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
西

洋
文
化
の
中
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
方
が
あ
り
、
今
回

の
海
外
研
修
を
通
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
価
値
観
を
改

め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
語
学
力
だ
け
で
な
く
、

自
身
の
生
き
方
に
つ
い
て
も

新
し
い
視
点
を
も
て
る
貴
重

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
忙
し
い
日
々
が

続
く
中
で
、
今
ま
で
と
変
わ

ら
な
い
考
え
や
生
き
方
を
続

け
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
も
し
自
分
が
家
族
を
も

っ
た
時
に
は
、
個
々
の
考
え

や
価
値
観
を
大
切
に
で
き
る

よ
う
な
生
き
方
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

ニュージーランドの自然
を体感する安さん

や
文
法
に
も
表

れ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
韓

員
に
な
り
た

い
」
と
い
う
強

い
思
い
を
改
め

ニュージーランド

フ
ィ
リ
ピ
ン

心
を
動
か
す
教
員
へ
決
意

自
分
ら
し
い
生
き
方
発
見

ローバークラブ　発団50年

　
本
学
ロ
ー
バ
ー
ク
ラ
ブ
が
発
団
50
年
を
迎
え
、
７
月
12
日
に

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
が
開
か
れ

た
。
同
ク
ラ
ブ
は
、
社
会
貢
献
活
動
を
求
め
る
学
生
の
声
に
突

き
動
か
さ
れ
た
瀬
野
隆
理
事
長（
当
時
は
政
経
学
部
二
部
講
師
）

ら
が
昭
和
52
年
に
創
部
。
現
在
は
約
20
人
の
学
生
が
所
属
し
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
世
田
谷
第
25
団
の
ス
カ
ウ
ト
活
動
や
キ
ャ
ン

プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
世
代
間
交
流
を
図

り
な
が
ら
青
少
年
育
成
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
式
典
で
は
、
公
益
財
団
法
人
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
か

ら
瀬
野
団
委
員
長
に
対
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
し
た

と
し
て
特
別
年
功
章
五
十
年
章
が
授
与
さ
れ
た
。

病院前救急医療研修プログラム修了生（左か
ら２番目）がエジプト現地で指導する様子

　
エ
ジ
プ
ト
と
本
学
が
業
務
委
託

契
約
を
結
ぶ
「
病
院
前
救
急
医
療

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
第
10
期
を

も
っ
て
終
了
し
、
１
０
０
人
の
修

了
生
を
輩
出
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
主
導
し
て
き
た
本
学
防
災
・

救
急
救
助
総
合
研
究
所
副
所
長
の

植
田
広
樹
教
授
＝
写
真
＝
に
、
そ

の
成
果
と
未
来
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

●「
指
導
者
育
成
」本
学
の
強
み

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
６
期
終
了

後
か
ら
現
地
研
修
を
追
加
し
、
同

国
の
現
状
を
確
認
し
て
き
た
。
植

田
教
授
は
、
救
急
救
命
士
の
教
育

体
制
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
現

地
の
一
番
の
課
題
と
考
え
、
７
期

か
ら
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
日
本
の

技
術
を
伝
え
る
も
の
」
で
は
な
く

「
研
修
生
を
現
地
指
導
者
へ
と
育

て
る
も
の
」
と
し
て
方
針
転
換
し

た
。

　
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、
教

育
機
関
と
し
て
の
本
学
の
強
み
だ

っ
た
。
植
田
教
授
は「
救
急
救
命
、

「命を救いたい」研修生の志
エジプト現地指導者へ成長

日
本
で
の
経
験
を
自
国
流
に
ア
レ

ン
ジ
し
な
が
ら
現
地
に
還
元
し
、

後
進
を
育
て
る
、
こ
の
教
育
の
連

鎖
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
一

歩
」
と
手
応
え
を
口
に
す
る
。
さ

ら
に
、「
エ
ジ
プ
ト
国
内
の
リ
ソ

ー
ス
で
完
結
す
る
自
立
し
た
救
急

医
療
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。
同
国
は
、
人
口
が
多
く

救
急
医
療
へ
の
ニ
ー
ズ
も
大
き

い
。
体
制
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
中

東
・
ア
フ
リ
カ
地
域
で
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
る
可
能
性
も
秘
め
て

い
る
の
だ
と
い
う
。

●
持
続
可
能
な
支
援
、諸
外
国
に

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
、
植
田

教
授
は
「
単
な
る
知
識
や
技
術
の

伝
達
に
と
ど
ま
ら
な
い
国
際
的
な

信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
振
り
返
る
。
現
在
、
同

研
究
所
は
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
複
数
の
国
々
で
病
院
前
救
急

医
療
体
制
に
関
す
る
国
際
協
力
を

行
っ
て
い
る
。
共
通
し
て
目
指
す

の
は
「
人
を
育
て
る
」
だ
け
で
な

く
、「
人
を
育
て
る
仕
組
み
を
共

に
つ
く
る
」
こ
と
。「
患
者
を
観

察
し
て
、
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、

な
ぜ
そ
の
処
置
を
す
る
の
か
。
そ

の
思
考
過
程
と『
命
を
救
い
た
い
』

と
い
う
志
は
国
境
を
越
え
て
も
変

わ
ら
な
い
。
各
国
の
文
化
や
環
境

に
合
わ
せ
た
支
援
が
で
き
る
研
究

所
で
あ
り
た
い
」。
同
研
究
所
は
、

こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能
な
国
際
協

力
を
通
し
て
＂
未
来
の
命
＂
を
守

っ
て
い
く
。

防
災
、
教
育
、
研
究
を
横
断
し
て

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
教

育
機
関
だ
か
ら
こ
そ
、
教
育
手
法

そ
の
も
の
を
伝
え
ら
れ
た
」
と
語

る
。
本
学
の
資
源
を
存
分
に
活
用

し
た
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

し
た
こ
と
で
、
研
修
生
ら
の
教
育

力
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

●
修
了
生
奮
闘
　現
地
に
還
元

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
は
自
国
で

着
実
に
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い

る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
現
地
で
２

カ
月
間
の
救
急
救
命
士
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

だ
。
植
田
教
授
は
「
修
了
生
が
、

実
習
内
容
や
発
見
、学
び
共
有

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
発
表

ふ
る
さ
と
納
税
　貰
っ
て
嬉
し
い
の
は
⁈

ふるさと納税の返礼品について
アイデアを出し合う６大学の学生

　
本
学
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

セ
ン
タ
ー
は
９
月
17
日
、
学

部
３
年
生
を
主
な
対
象
と
し

た
本
学
主
催
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
成
果
発
表
会
を
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
34
号
館
で
開

催
し
、
参
加
学
生
や
受
入
団

体
関
係
者
ら
が
出
席
し
た
。

今
年
の
本
学
主
催
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
は
、
85
団
体
の

協
力
の
も
と
、
学
生
１
４
０

人
が
参
加
し
た
。

　
成
果
発
表
で
は
、
学
生
ら

は
20
班
に
分
か
れ
、
実
習
内

容
や
得
ら
れ
た
気
づ
き
、
学

び
な
ど
を
発
表
し
た
。
さ
ら

に
、
今
年
度
か
ら
は
業
界
研

究
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
、

受
入
団
体
の
担
当
者
と
学
生

に
よ
る
フ
リ
ー
ト
ー
ク
形
式

の
座
談
会
も
実
施
さ
れ
、
書

類
選
考
や
面
接
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
意

見
を
交
わ
し
た
。

　
福
永
晶
彦
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
セ
ン
タ
ー
長
は
、
実
習

の
経
験
を
今
後
の
学
生
生
活

や
就
職
活
動
に
生
か
す
よ
う

激
励
し
、
学
生
ら
は
就
職
活

動
へ
向
け
て
意
欲
を
高
め
た
。

座談会で受入団体の担当者と
意見交換する学生

【2028年３月卒業・修了、2029年３
月卒業予定者対象】
●業界研究フェア
　約200団体が出展。就職活動の早期
　スタートにつなげよう！
【日時】2027年２月５日
【場所】新宿・京王プラザホテル
●就活！ＨＯＴ　ＳＰＡＣＥ
　４日間で約200団体が出展する学内
　業界・研究セミナー
【日時】2027年２月８日～10日・12日
【場所】世田谷キャンパス34号館

就職活動　イベント情報

世
田
谷
区
内
の
６
大
学

協
働
で
返
礼
品
考
え
る

　
世
田
谷
区
学
生
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
８
月
25
日
と
９
月

１
日
に
開
催
さ
れ
、
世
田
谷

区
内
６
大
学
（
国
士
舘
、
駒

澤
、
昭
和
女
子
、
成
城
、
東

京
都
市
、東
京
農
業
）
の
１
・

２
年
生
28
人
が
参
加
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
世
田
谷

区
と
加
盟
６
大
学
お
よ
び
区

内
産
業
界
で
形
成
さ
れ
る
世

田
谷
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

主
催
し
、
参
加
学
生
ら
の
地

域
・
行
政
へ
の
理
解
と
企
画

力
・
表
現
力
の
向
上
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
今
回
は
「
世
田
谷
区
に
寄

付
し
た
く
な
る
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
を
考
え
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
学
生
な
ら
で

は
の
視
点
か
ら
同
区
の
特
徴

を
生
か
し
た
返
礼
品
を
考
え

た
。
学
生
ら
は
、
新
庁
舎
見

学
な
ど
で
区
の
特
色
を
学
ん

だ
の
ち
に
、
参
加
者
同
士
で

交
流
を
深
め
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
で
ア
イ
デ
ア

を
練
り
上
げ
た
。
各
グ
ル
ー

プ
か
ら
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

や
金
額
設
定
な
ど
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
グ
ル
メ
ク
ー
ポ
ン
な

ど
の
多
角
的
な
返
礼
品
の
ア

イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ
た
。
　

　
本
学
か
ら
参
加
し
た
学
生

は
「
交
流
を
通
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
や
考
え
方
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
」「
今
後
の

就
職
活
動
な
ど
に
生
か
し
て

い
き
た
い
」と
話
し
、協
働
の

重
要
性
を
学
ぶ
機
会
と
し
た
。

区
役
所
新
庁
舎
の
解
説
映
像
を
撮
影

昭
和
女
子
大
と
協
力
　せ
た
が
や
ｅ
カ
レ
ッ
ジ
で
配
信
へ

世田谷区役所新庁舎内でフィー
ルドワークに取り組む学生一行

　
生
涯
学
習
動
画
配
信
サ
イ

ト「
せ
た
が
や
ｅ
カ
レ
ッ
ジ
」

で
配
信
す
る
映
像
授
業
の
撮

影
が
９
月
24
日
と
29
日
の
２

日
間
、
世
田
谷
区
役
所
本
庁

舎
と
本
学
で
行
わ
れ
た
。
同

サ
イ
ト
は
、
区
教
育
委
員
会

と
区
内
の
６
大
学
が
共
同
で

運
営
し
、
各
大
学
の
教
員
ら

に
よ
る
知
識
材
を
無
料
で
配

信
す
る
学
習
サ
ー
ビ
ス
。

　
今
回
の
講
座
は
、「
世
田

谷
区
役
所
新
庁
舎
」
を
テ
ー

マ
に
、
そ
の
新
し
い
公
共
空

間
と
し
て
の
魅
力
を
解
説
す

る
も
の
で
、
建
築
構
造
を
専

門
と
す
る
理
工
学
部
の
小
久

保
彰
研
究
室
と
建
築
意
匠
・

計
画
を
専
門
と
す
る
昭
和
女

子
大
学
の
田
村
圭
介
研
究
室

が
合
同
で
実
施
し
た
。

　
当
日
は
、
新
庁
舎
や
せ
た

が
や
イ
ー
グ
レ
ッ
ト
ホ
ー
ル

を
巡
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

と
講
義
を
撮
影
。
小
久
保
准

教
授
ら
は
、
旧
庁
舎
の
意
匠

や
既
存
建
物
を
継
承
・
活
用

し
て
い
る
背
景
の
ほ
か
、
建

物
の
基
礎
や
耐
震
構
造
、
免

震
構
造
な
ど
災
害
時
に
も
機

能
す
る
庁
舎
と
し
て
の
整
備

状
況
を
解
説
し
た
。
映
像
に

は
各
研
究
室
の
学
生
ら
も
出

演
し
、
交
流
を
図
り
な
が
ら

積
極
的
に
質
疑
応
答
を
重

ね
、
建
築
へ
の
知
識
を
広
く

深
め
た
。

　
撮
影
し
た
映
像
は
11
月
中

旬
に
同
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ

る
予
定
。

 音が出れば　それはもう音楽♪

  中村准教授、児童に魅力伝える

　
世
田
谷
区
が
主
催
す
る
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
講
座
が
８
月

７
日
、
区
立
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
音
楽
教

育
学
を
専
門
と
す
る
文
学
部

の
中
村
昭
彦
准
教
授
が
「
誰

に
で
も
で
き
る
音
楽
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
集
ま
っ

た
小
学
生
17
人
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

中
村
准
教
授
が
ジ
ャ
ズ
の
代

表
曲「
Ｃ
ジ
ャ
ム
ブ
ル
ー
ス
」

を
学
生
と
と
も
に
演
奏
し
、

ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
演
奏

の
成
り
立
ち
を
紹
介
し
た
。

参
加
児
童
ら
は
、
説
明
を
も

と
に
木
琴
と
ピ
ア
ノ
に
触

れ
、
指
定
さ
れ
た
音
を
使
い

な
が
ら
ジ
ャ
ズ
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
自
由
に
旋
律
を
奏

で
た
。
そ
の
後
、
ハ
ン
ド
サ

イ
ン
を
用
い
た
即
興
演
奏
が

行
わ
れ
、
参
加
児
童
ら
は
中

村
准
教
授
の
ハ
ン
ド
サ
イ
ン

に
合
わ
せ
て
演
奏
に
挑
戦

し
、
好
き
な
楽
器
を
使
用
し

て
そ
れ
ぞ
れ
思
い
の
ま
ま
音

楽
を
楽
し
ん
だ
。

　
中
村
准
教
授
は
「
音
楽
が

苦
手
だ
と
感
じ
る
子
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
音
楽
に

正
解
は
な
い
。
音
が
出
れ
ば

そ
れ
は
も
う
音
楽
。
こ
れ
か

ら
も
自
由
に
演
奏
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
た
。

参
加
児
童
は
「
演
奏
が
楽
し

く
、
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
感
じ
た
」
と
笑
顔
を
の
ぞ

か
せ
た
。

ピアノの演奏に挑む児童ら

中
学
生
、国
士
舘
史
資
料
室
な
ど
職
場
体
験

　
本
学
は
毎
年
各
キ
ャ
ン
パ

ス
で
近
隣
中
学
校
の
職
場
体

験
に
協
力
し
て
い
る
。
今
年

は
９
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の

中
央
図
書
館
と
国
士
舘
史
資

料
室
で
区
内
の
桜
木
中
学

校
、
梅
丘
中
学
校
、
世
田
谷

中
学
校
、
桜
丘
中
学
校
の
生

徒
合
わ
せ
て
１１
人
の
受
け
入

れ
を
実
施
し
た
。

　
９
月
８
日
か
ら
11
日
に

は
、
梅
丘
中
学
校
の
生
徒
３

法
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
博
物
館

学
芸
員
の
仕
事
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
生
徒
ら
は
、
松
陰
神

社
に
足
を
運
び
境
内
の
調
査

を
実
施
。
自
ら
撮
影
し
た
写

真
で
展
示
用
パ
ネ
ル
を
製
作

＝
写
真
＝
し
、最
終
日
に
は
、

活
動
の
成
果
を
教
職
員
に
向

け
て
発
表
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
展
示
用
パ

ネ
ル
を
切
る
の
が
難
し
か
っ

た
」「
松
陰
神
社
の
歴
史
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、

充
実
感
を
に
じ
ま
せ
た
。

人
が
国
士
舘
史
資
料
室
で
体

験
を
行
い
、
資
料
の
収
集
お

よ
び
保
存
・
管
理
や
展
示
方

学生交流プログラム

世田谷区 STEAM 教育講座

記念撮影する団員ら

〇　６3　〇

海外研修体験記

病院前救急医療研修第10期を終えて　防災総研・植田広樹副所長
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第
42
回
世
界
新
体
操
選
手

権
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
会
が

８
月
12
日
か
ら
16
日
に
ド
イ

ツ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
開

催
さ
れ
、
西
本
愛
実
選
手

（
21
ア
１
年
）
が
所
属
す
る

日
本
代
表
が
団
体
総
合
２
位

に
輝
き
、
２
０
２
８
年
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

出
場
枠
を
獲
得
し
た
。
　
　

　
前
回
大
会
で
初
優
勝
を
果

た
し
た
日
本
代
表
は
、
連
覇

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る

中
、 

初
日
の
フ
ー
プ
・
ク
ラ

ブ
か
ら
圧
巻
の
演
技
を
披

露
。
こ
れ
ま
で
磨
き
を
か
け

て
き
た
フ
ェ
ッ
テ
タ
ー
ン
の

場
面
で
、
５
人
の
動
き
が
揃

っ
た
精
度
の
高
い
同
時
性
を

見
せ
る
と
、
２
日
目
の
ボ
ー

ル
で
も
抜
群
の
集
中
力
で
演

技
を
つ
な
ぎ
、
合
計
得
点

５６
・
７
０
０
を
マ
ー
ク
。
団

体
総
合
銀
メ
ダ
ル
に
輝
き
、

日
本
選
手
団
最
速
と
な
る
ロ

ス
五
輪
出
場
枠
を
獲
得
し
た
。

　
西
本
選
手
は
、「
団
体
総

合
銀
メ
ダ
ル
と
ロ
ス
五
輪
の

出
場
枠
を
獲
得
で
き
て
う
れ

し
い
で
す
」と
笑
顔
を
み
せ
、

「
五
輪
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す

る
に
は
、
い
つ
で
も
安
定
し

て
圧
倒
的
な
演
技
を
で
き
る

力
が
必
要
で
す
。
こ
こ
か
ら

が
勝
負
だ
と
思
う
の
で
、
一

度
心
と
体
を
休
ま
せ
て
か
ら

ま
た
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

と
前
を
見
据
え
た
。

西
本
選
手
ら
躍
動

世
界
選
手
権「
銀
」

総
理
大
臣
杯
サ
ッ
カ
ー
準
優
勝

本
間
選
手
、全
５
試
合
ゴ
ー
ル

ダイナミックな演技を披露し、28年
ぶりの優勝を果たした男子新体操部

　
第
78
回
全
日
本
学
生
新
体

操
選
手
権
大
会
が
８
月
18
日

か
ら
21
日
に
群
馬
・
高
崎
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
本
学
男

え
合
い
練
習
を
重
ね
た
成

果
。
全
日
本
選
手
権
に
向
け

課
題
に
向
き
合
い
、
質
の
高

い
演
技
を
追
求
し
て
い
き
ま

す
」
と
熱
を
込
め
る
。
10
月

30
日
か
ら
の
全
日
本
選
手
権

で
は
、
令
和
２
年
以
来
と
な

る
団
体
優
勝
を
目
指
す
。

流通経済大学との決勝戦でチーム
を鼓舞する本間凜主将（左から２
番目）と士気を高めるメンバー

男
子
団
体
新
体
操
２８
年
ぶ
り
V

�

全
日
本
学
生
新
体
操　

宿
敵
・
青
森
大
を
破
る

世
古
選
手
、女
子
円
盤
投
げ
優
勝

【柔道】
●2026 年度全日本ジュニア柔道
体重別選手権大会（９／12～13）
男子73㌔級
３位　夏坂匠平（体１年）
男子81㌔級
２位　佐藤光晟（体１年）
３位　織田照弓（体２年）
女子48㌔級
３位　納庄千寿（体２年）
【レスリング】
●令和８年度全日本学生レスリン
グ選手権大会（８／20〜23）
男子グレコローマンスタイル
60㌔級
２位　今井悠稀（体４年）
男子フリースタイル
70㌔級
３位　加成真之介（体２年）
125㌔級
３位　宇都宮快斗（体３年）
３位　阿部天臥（体１年）
【陸上競技】

世
古
櫻
紗
選
手

　
第
95
回
日
本
学
生
陸
上
競

技
対
抗
選
手
権
大
会
が
９
月

５
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、

神
奈
川
・
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム

で
開
催
さ
れ
、
女
子
円
盤
投

げ
で
世
古
櫻
紗
選
手
（
体
育

２
年
）
が
優
勝
に
輝
い
た
。

　
世
古
選
手
は
、
フ
ァ
ウ
ル

な
ど
で
出
遅
れ
、
３
投
目
を

終
え
て
暫
定
６
位
に
つ
け
る

苦
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
徐
々
に
リ

ズ
ム
を
取
り
戻
し
た
５
投
目

に
47
㍍
46
の
ビ
ッ
グ
ス
ロ
ー

を
決
め
上
位
選
手
を
一
気
に

逆
転
、
首
位
に
躍
り
出
た
。

最
終
６
投
目
こ
そ
フ
ァ
ウ
ル

に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
見
事

に
逃
げ
切
り
金
メ
ダ
ル
を
つ

か
み
取
っ
た
。

　
世
古
選
手
は
、「
万
全
な

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何
と
か

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
話
し
、「
今

回
の
結
果
で
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
も
っ
と
上
を
目
指
し

練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
」

と
気
を
引
き
締
め
た
。
世
古

選
手
は
、
砲
丸
投
げ
で
も
５

位
入
賞
を
果
た
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
男
子
や
り
投

げ
で
は
國
安
大
悟
選
手
（
体

育
３
年
）
が
３
位
入
賞
で
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　
第
50
回
総
理
大
臣
杯
全
日

本
大
学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
が
９
月
２
日
か
ら
12
日

に
か
け
て
行
わ
れ
、
本
学
は

準
優
勝
と
な
っ
た
。

　
関
東
地
区
第
４
代
表
の
本

学
は
、
主
将
の
本
間
凜
選
手

（
体
育
４
年
）
を
中
心
に
躍

進
。
本
間
選
手
は
１
・
２
回

戦
と
も
に
途
中
出
場
な
が
ら

得
点
を
決
め
て
逆
転
勝
利
を

演
出
す
る
と
、
準
々
決
勝
で

は
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
、
準
決

勝
で
は
２
ゴ
ー
ル
と
圧
巻
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
本
学
を

４
大
会
ぶ
り
と
な
る
決
勝
進

出
へ
導
い
た
。

　
決
勝
は
、
流
通
経
済
大
学

と
対
戦
。
本
学
は
、
前
半
で

退
場
者
を
出
し
、
２
点
ビ
ハ

イ
ン
ド
を
背
負
う
苦
し
い
展

開
に
。
後
半
６
分
に
は
本
間

　
第
45
回
全
日
本
学
生
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会
が
９
月

26
・
27
日
に
東
京
・
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
、
工
藤
瑠

希
選
手
（
体
育
３
年
）
が
１

０
０
㌔
超
級
の
王
者
に
輝
い

た
。

　
予
選
の
東
京
都
学
生
体
重

別
大
会
を
制
し
て
好
調
の
工

藤
選
手
は
、
勢
い
そ
の
ま
ま

に
本
大
会
で
も
躍
動
。
４
回

戦
ま
で
を
オ
ー
ル
一
本
勝
ち

工藤選手、山本選手破り優勝

波
紫・松
下
ペ
ア
準
Ｖ

波紫伊那蔵（左）・松下道一ペア

ビ
ー
チ
バ
レ
ー

大
学
選
手
権

　
第
38
回
全
日
本
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
学
選
手
権
大

会
が
、
８
月
４
日
か
ら
６
日

に
神
奈
川
・
川
崎
マ
リ
エ
ン

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
で
開

催
さ
れ
、
本
学
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
波
紫
伊
那
蔵
選

手
（
21
ア
３
年
）・
松
下
道

一
選
手
（
同
２
年
）
ペ
ア
が

準
優
勝
に
輝
い
た
。

　
同
ペ
ア
は
、
初
戦
の
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
で
勢
い
を
つ
け

る
と
、
準
決
勝
で
は
天
理
大

学
と
対
戦
。
１
セ
ッ
ト
目
を

落
と
す
苦
し
い
展
開
な
が
ら

も
、
２
セ
ッ
ト
目
を
取
り
返

し
勝
負
は
第
３
セ
ッ
ト
へ
。

息
を
の
む
攻
防
の
中
、「
苦

し
い
状
態
で
も
、
お
互
い
に

声
を
掛
け
合
い
笑
顔
で
プ
レ

ー
で
き
る
」
と
い
う
武
器
を

存
分
に
生
か
し
、
15
―
13
で

高校生らと交流試合 男子バレー部

「朝倉杯」催し指導も レスリング部 

　
本
学
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
指

定
ク
ラ
ブ
で
は
、
高
校
生
ら

を
対
象
と
し
た
試
合
を
主
催

し
、
年
齢
カ
テ
ゴ
リ
を
越
え

た
交
流
や
次
世
代
の
育
成
の

場
を
設
け
て
い
る
。

　
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
、
８
月
19
日
か
ら
21
日
に

フ
レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ
を
主

催
し
、
高
校
や
大
学
16
チ
ー

ム
が
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
交

流
試
合
を
行
っ
た
。
大
会
で

は
、
大
学
と
高
校
と
の
マ
ッ

チ
ア
ッ
プ
、
本
学
施
設
内
で

の
宿
泊
・
食
事
の
環
境
を
整

え
、
来
場
者
ら
の
競
技
力
向

上
に
寄
与
し
た
。

　
レ
ス
リ
ン
グ
部
は
９
月
12

日
、
高
校
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

「
朝
倉
杯
」
を
主
催
し
、
７

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
試
合

は
団
体
戦
形
式
を
採
用
し
、

各
校
が
優
勝
を
目
指
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。
学
生
ら

は
、
審
判
や
進
行
役
な
ど
の

役
割
を
担
っ
た
ほ
か
、
事
前

の
練
習
会
で
は
高
校
生
に
技

術
指
導
を
行
い
、
積
極
的
に

交
流
を
深
め
た
。

　
学
生
に
と
っ
て
も
、
競
技

を
新
た
な
視
点
か
ら
捉
え
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

選
手
が
小
西
脩
斗
選
手
（
21

ア
４
年
）
の
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ

吉
田
選
手 　
　
　

金
メ
ダ
ル

　
な
わ
と
び
を
競
技
と
し
て

行
う
ジ
ャ
ン
プ
ロ
ー
プ
の
国

際
大
会
、
ア
ジ
ア
ジ
ャ
ン
プ

ロ
ー
プ
選
手
権
大
会
２
０
２

６
が
、
７
月
30
日
か
ら
８
月

５
日
に
か
け
て
中
国
・
紹
興

市
で
開
催
さ
れ
、
吉
田
恵
梧

選
手
（
体
育
２
年
）
が
シ
ン

グ
ル
ロ
ー
プ
チ
ー
ム
フ
リ
ー

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　
吉
田
選
手
は
、
動
き
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
の
得
点
を

競
う
「
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
」

の
チ
ー
ム
フ
リ
ー
種
目
に
出

場
。
１
本
の
縄
跳
び
を
巧
み

に
操
り
な
が
ら
、
４
人
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
息
の
合
っ
た

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
動
き

で
会
場
を
席
巻
し
、
見
事
ア

ジ
ア
の
頂
点
に
立
っ
た
。

　
試
合
を
振
り
返
り
、「
今

後
も
技
に
磨
き
を
か
け
な
が

ら
、
個
人
・
団
体
と
も
に
、

世
界
の
舞
台
で
戦
え
る
選
手

と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
」
と
さ
ら
な
る
高
み

を
見
据
え
る
。
日
本
代
表
と

し
て
の
飛
躍
を
誓
う
吉
田
選

手
に
、
今
後
も
大
き
な
注
目

が
集
ま
る
。

ロープを巧みに操る
吉田恵梧選手

本
大
会
出
場
を
目

指
し
て
力
走
す
る

選
手
ら
。
江
上
主

将
（
右
）
が
集
団

走
を
け
ん
引

　
第
１
０
３
回
東
京
箱
根
間

往
復
大
学
駅
伝
競
走
（
箱
根

駅
伝
）
の
予
選
会
が
10
月
17

日
、
東
京
・
立
川
市
で
行
わ

れ
た
。
コ
ー
ス
は
、
陸
上
自

衛
隊
立
川
駐
屯
地
か
ら
昭
和

位
と
な
り
、
本
大
会
出
場
を

逃
し
た
。

　
本
学
は
今
年
度
か
ら
新
コ

ー
チ
２
人
を
迎
え
、
走
り
込

み
の
距
離
を
伸
ば
す
な
ど
チ

ー
ム
強
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
レ
ー
ス
で
は
、キ
ブ
ニ
・

エ
ヴ
ァ
ン
ス
選
手
（
21
ア
１

年
）
が
積
極
的
な
走
り
で
上

位
集
団
に
食
ら
い
つ
き
、
個

人
11
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。

エ
ー
ス
の
山
中
寿
世
夢
選
手

（
体
育
４
年
）
が
続
き
、
他

の
選
手
ら
も
集
団
走
を
展
開

し
、
粘
り
強
い
走
り
を
見
せ

た
。
前
半
は
本
大
会
出
場
ラ

イ
ン
の
順
位
を
保
つ
も
、
レ

ー
ス
終
盤
に
わ
ず
か
に
先
行

さ
れ
、
あ
と
一
歩
で
箱
根
路

へ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と

は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　
主
将
の
江
上
天
晴
選
手

（
21
ア
４
年
）
は
、「
こ
の

結
果
は
悔
し
さ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
チ
ー
ム
は

確
実
に
力
を
つ
け
て
い
る
の

で
、
来
年
こ
そ
は
リ
ベ
ン
ジ

を
果
た
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
涙
な
が
ら
に
話
し
た
。

　
小
川
博
之
駅
伝
監
督
は
、

「
選
手
た
ち
は
最
後
ま
で
よ

く
戦
い
抜
い
て
く
れ
ま
し

た
」
と
選
手
の
健
闘
を
ね
ぎ

ら
い
な
が
ら
「
チ
ー
ム
は
着

実
に
成
長
し
て
き
て
い
ま

す
。
今
回
の
悔
し
さ
を
バ
ネ

に
、
来
年
こ
そ
は
箱
根
駅
伝

に
出
場
し
ま
す
」
と
、
応
援

に
駆
け
付
け
た
関
係
者
へ
感

謝
を
述
べ
、雪
辱
を
誓
っ
た
。

記
念
公
園
に
ゴ
ー

ル
す
る
全
長
約
21

㌔
で
、
上
位
10
校

に
本
大
会
出
場
権

が
与
え
ら
れ
る
。

本
学
は
10
時
間
41

分
54
秒
で
、
エ
ン

ト
リ
ー
45
校
中
11

ク
を
ヘ
デ
ィ
ン
グ
で
合
わ
せ

て
５
試
合
連
続
の
ゴ
ー
ル
を

決
め
る
な
ど
意
地
を
見
せ
た

が
、
１
対
２
で
惜
敗
。
優
勝

に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の

の
、
第
50
回
の
節
目
の
大
会

で
最
後
ま
で
健
闘
し
た
。

男子100㌔超級決勝戦で熱戦を繰り広
げる工藤瑠希選手（右）と山本由聖選手

と
圧
倒
し
て
勝
ち
進
ん
だ
。

　
決
勝
戦
で
は
山
本
由
聖
選

手
（
同
２
年
）
と
の
同
門
対

決
と
な
っ
た
。
勝
負
が
動
い

た
の
は
開
始
１
分
。
山
本
選

手
の
内
股
を
返
し
た
工
藤
選

手
が
技
あ
り
を
奪
い
先
制
。

そ
の
後
は
、
一
進
一
退
の
攻

防
が
続
く
中
、
工
藤
選
手
が

山
本
選
手
の
果
敢
な
寝
技
に

粘
り
強
く
耐
え
き
り
優
勝
を

手
繰
り
寄
せ
た
。

　
工
藤
選
手
は
、「
日
本
一

の
タ
イ
ト
ル
を
初
め
て
獲
る

こ
と
が
で
き
て
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
学
生
体
重
別
団

体
で
の
優
勝
と
講
道
館
杯
で

の
上
位
進
出
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
」と
力
強
く
話
し
た
。

　
同
階
級
で
敗
れ
た
山
本
選

手
の
ほ
か
、
81
㌔
級
の
竹
吉

瑞
樹
選
手
（
同
２
年
）
が
準

優
勝
と
な
っ
た
。

世界選手権で銀メダルに輝きロス五輪切符を獲得
した選手とコーチ陣（左から３人目が西本選手）
� （Photo by Miu Sasaki）

西
本
選
手

白
波
瀬
選
手

新体操団体

ＡＳチーム

鮮やかな演技を披露したＡＳチームの白波瀬菜
桜選手（右端の後列）と小林唄選手（左端の中列
＝令和7年卒）� ＝フォート・キシモト提供

フェアリージャパンの一糸乱れぬボール演技。
最前列が西本愛実選手� ＝フォート・キシモト提供

　
32
年
ぶ
り
の
日
本
開
催
と

な
っ
た
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技

大
会
と
第
５
回
ア
ジ
ア
パ
ラ

競
技
大
会
。本
学
関
係
選
手
・

ス
タ
ッ
フ
ら
も
健
闘
し
、
観

客
の
心
を
震
わ
せ
た
。

　
　
　
※
　
　
　
※

空
手
女
子

組
手
６１
㌔
級

嶋
田
選
手

逆
転
勝
利
を
収
め
た
。
決
勝

で
は
鎮
西
学
院
大
学
に
惜
敗

し
た
も
の
の
堂
々
の
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
。

　
同
ペ
ア
は
「
苦
し
い
と
き

は
声
援
が
力
に
な
り
ま
し

た
。
準
優
勝
の
悔
し
さ
を
次

に
つ
な
げ
て
い
き
、
来
年
こ

そ
は
優
勝
し
ま
す
」
と
リ
ベ

ン
ジ
を
誓
っ
た
。

保
本
野
乃
葉
選
手 

＝
フ
ォ
ー
ト
・
キ
シ
モ
ト
提
供

果
敢
に
攻
め
る
嶋
田
さ
ら
ら
選
手
㊨
　
　

　
　
　
　
　
　
　   

＝
ア
ジ
ア
空
手
道
連
盟
提
供

卒
業
生
も
大
活
躍

女
子
ク
リ
ケ
ッ
ト

保
本
選
手
ら
健
闘

ラオス代表として個人総合で
華麗な演技を披露したピラパ
ンデ選手� ＝アフロ提供

　
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

イ
ミ
ン
グ
で
は
、
白
波
瀬
菜

桜
選
手
（
体
育
１
年
）
が
小

た
。
ピ
ラ
パ
ン
デ
・
ペ
ー
ワ

ー
・
ミ
サ
ト
選
手
（
21
ア
３

年
）
も
ラ
オ
ス
代
表
と
し
て

個
人
総
合
に
出
場
し
、
華
麗

な
演
技
を
披
露
し
た
。

61
㌔
級
の
嶋
田
さ
ら
ら
選
手

（
令
和
６
年
体
育
学
部
卒
・

本
学
職
員
）
が
抜
群
の
試
合

運
び
で
相
手
を
圧
倒
し
て
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

季
選
手
（
令
和
３
年
体
育
学

部
卒
）
が
銀
メ
ダ
ル
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
男
子
の
玉
川
裕
康

選
手
（
平
成
30
年
体
育
学
部

卒
）
と
中
田
航
太
選
手
（
令

和
４
年
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部

卒
）が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

晴
れ
舞
台
で
躍
動
し
た
。

新体操団体　2028 ロス五輪切符

81
㌔
級
で
準
優
勝
し
た

竹
吉
瑞
樹
選
手

男子100㌔超級　同門対決

シ
ン
グ
ル
ロ
ー
プ

チ
ー
ム
フ
リ
ー

ア
ジ
ア
ジ
ャ
ン
プ

ロ
ー
プ
選
手
権　

全
日
本
学
生
柔
道

体
重
別
選
手
権

日
本
学
生
陸
上
競
技

対
抗
選
手
権

箱
根
駅
伝　
あ
と
一
歩
及
ば
ず

�

予
選
会
１１
位
、リ
ベ
ン
ジ
誓
う

　
そ
の
ほ
か
、
卒
業
生
で
は

柔
道
男
子
60
㌔
級
の
近
藤
隼

斗
選
手
（
令
和
６
年
体
育
学

部
卒
）
と
男
子
90
㌔
級
の
岡

田
陸
選
手
（
令
和
７
年
体
育

学
部
卒
）
が
金
メ
ダ
ル
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
の
山
口
真

●第21回トワイライト・ゲームス
（８／８）
女子やり投げ
３位　曽野雅（体３年）
【新体操（女子）】
●第78回全日本学生新体操選手権
大会（８／19～21）
女子個人総合
２位　鶴田芽生（21ア２年）
３位　西村美紗（体４年）
女子団体総合
３位　国士舘大学
【アーティスティックスイミング】
●WORLD AQUATI CS ジュニ
アアーティスティックスイミング
選手権( ８／12～16)
ミックス・デュエット
３位　百々愛菜実（理１年）
【トライアスロン】
●第21回日本デュアスロン選手権
（10／４）
エリートＵ23女子
３位　河田そら（政３年）
【日本拳法】
●第37回東日本大学選手権大会
女子の部
優勝　国士舘大学

林
唄
選
手
（
令
和
７
年
体
育

学
部
卒
）
と
と
も
に
チ
ー
ム

で
６
大
会
連
続
と
な
る
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
フ
リ
ー

ル
ー
テ
ィ
ン
で
は
、
武
士
道

を
テ
ー
マ
に
日
本
ら
し
い
力

強
い
演
技
を
披
露
。
国
内
開

催
な
ら
で
は
の
大
声
援
を
受

け
な
が
ら
鮮
や
か
な
足
技
と

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
技
で
会

場
を
魅
了
し
た
。

　
新
体
操
団
体
総
合
の
西
本

愛
実
選
手（
21
ア
１
年
）は
、

世
界
選
手
権
に
続
い
て
の
準

優
勝
に
輝
い
た
。
西
本
選
手

ら
は
、
精
密
な
演
技
と
一
糸

乱
れ
ぬ
回
転
技
で
観
客
を
沸

か
せ
、
優
勝
に
は
あ
と
一
歩

届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
意

地
の
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

　
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
保
本
野
乃

葉
選
手
（
理
工
３
年
）
は
強

豪
国
の
イ
ン
ド
を
相
手
に
惜

敗
し
た
も
の
の
、
そ
の
勇
姿

で
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。

　
空
手
道
で
は
、
女
子
組
手

ピラパンデ選手笑顔咲く

次世代の競技力向上・育成へ

  愛知・名古屋アジア大会

子
新
体
操
部
が
団
体
総
合
優

勝
を
果
た
し
た
。
団
体
総
合

優
勝
は
28
年
ぶ
り
の
快
挙
。

　
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
は
、

24
連
覇
を
誇
る
ラ
イ
バ
ル
・

青
森
大
学
。
本
学
は
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
演
技
を
披
露

し
、
芸
術
点
・
実
施
点
こ
そ

同
大
に
わ
ず
か
に
お
よ
ば
な

か
っ
た
も
の
の
、
構
成
（
難

度
）
点
４
・
２
の
高
得
点
を

た
た
き
出
し
た
。
熾
烈
な
優

勝
争
い
を
制
し
、
総
合
得
点

０
・
３
７
５
点
差
で
悲
願
を

達
成
し
た
。

　
ま
た
、
個
人
種
目
別
で
は

貝
瀨
壮
選
手
（
体
育
４
年
）

が
全
４
種
目
で
３
位
、
神
山

貴
臣
選
手
（
同
３
年
）
も
ク

ラ
ブ
で
２
位
を
獲
得
す
る
な

ど
活
躍
が
光
っ
た
。

　
米
良
陽
希
主
将（
同
４
年
）

は
「
優
勝
は
、
先
輩
方
の
思

い
も
背
負
っ
て
チ
ー
ム
で
支

2007年の第1回大会から沿道救護チームを編成し、
ランナーの快適な走りをサポートしています。

������������

©東京マラソン財団

©東京マラソン財団

日
本
勢
１
号

活躍するスポーツ
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